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● 特 集 ・'82情 報 化 月 間

ニ ュー ・イ ンフォ メーシ ョン ・

テク ノロジー と経営戦 略

● 視 点 ・データ通信の第二次自由化

奔一ト、こシゴで家庭はどう変わる?
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コンピュータとコミュニケーションの融合 《C&C》 にもとづき、最新の アーキテクチャを駆使 し、

数々の先進技 術を採 用 して時代の 多様 な ニーズに応 えています。

NECが 世界 に誇 る通1,1技 術や 電f'デ バ

イス技 術 に、最 新 のアー キテクチャを駆 使 し

たP}:界最 大級 の汎 用コンピュー タ《ACOS

システム1000》。ここで 実 証 した先 進 技 術

のもと、 多彩な機 能 と柔軟性 のあるソフトウ

ェアを備えたNECコ ンピュー タは、 それ ぞ

れ優 れた性能 が 高く評価 され 、さまざ まな

分 野 で 今 日も屯 要な働 きをしています。

c8c
コンビュー9コ ミn:7-vSン

● 世 界最 高 水準 の 汎 用コンピュータ

ACOSシ ステム250/350/450/550'650/

750850/1000(中 ・小 型 ～超 大 型)

● 多彩 な複合機 能 のOAオ フィスコンピュータ

NECシ ステム50/35、10045、10085、

15055

●OA実 践の ビジネスパ ーソナルコンピュータ

NECシ ステム20/15

●先 進 のt6E・7F、 洗練 の8ピ 外

パ ーソナルコンピュータ

N5200モ デル05

PC-6000/8000/8800

● 分散 処 理 専用コンピュータのエース

N4700分 散 処 理 システム

●32ビ ットのスーパ ーミニコンピュータ

NECMSI20'i40190
』
●OAの 先端 で 活 躍するターミナル

インテ リジェントター ミナル

デ ータエントリター ミナル

業 種 別 専 用ターミナル

業 務 別 専 用ター ミナル

●OAの 日用品 、日本 語 ワードプロセッサ

文豪NWP-10N'20N

●OAシ ステムを包 含 した

情 報 処理 ネットワーク体 系 《DINA》

G&C光 ネットワークシステム

C&Cネ ットワーク構成 機 器

C&Cネ ットワークソフトウェア

IVECコ ンピュータ
日本電気株式会社

お問 合せ は;情 報 処 理 ・宣 伝

TEL(03)454-11H(大 代 表)



独創と豊富な実績をもつ

NEDの ソフトウェア開発技術 にご注 目下さい!
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● 宇 宙開 発 プロジェクト

● アプリケーション・ソフトウェアの開発

● ソフトウェア ・プロダクツの開 発 ・販 売

●研 究開 発 プロジェクト

●海 外 プロジェクト

● 情 報処 理 技 術 者教 育

国 日本電子開発株式会社
NIPPONELECTRONICSDEVELOPMENTCO ,LTD.本社/〒160東 京都新宿

区西新宿7-7-30小 田急柏木ビルnO3(367)5021㈹



■
■
■
ロ

、
■ガ ■.,

JSDは 幅 広 い ニ ー ズ に お応 え します

〈営 業 内 容 〉

● コ ンサ ル テ ー シ ョ ン

●調 査研 究

● シ ステ ム開 発

● ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ販 売

JSDは ソフトウェアのメインテナンスの対話型支援

環境に挑戦しています

ソフ トウ ェア保 守技術 開発 計画

JSDは ソフトウェアの先端技術の研究開発にも努力

しています

ソフ トウェア・エ ンジニア リングに関す る調査研 究

JSDは ソフトウェア ・ブ〔コフェッシ ョナルのための

種々の開発支援システムを作 り上げました

ソフ トウェア生産技術開発計画－

JSDは 画像処理サブルーチン ・パッケージ

(SPIDER)を 広く一般へ普及 しています

●SPIDERは 工業技術院電子技術総合研究所が開発 し

た最先端の画像処理ソフ トウェア技術の結晶です。

●皆さまのニーズにお応えするため、情報処理振興事業

協会を通 じて広 く一般へ普及 しています.

」5D舗編 綴莞暦鷲
〒105東 京都 港 区 虎 ノ門2-8-10第15森 ビルTEL(503)4981(代)
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第=次 情報化時代へ

向 って

情報産業議員連盟会長

衆 議 院 議 員

倉 成 正

我 々 の社 会 は,今 や コン ピュ ー タ な しで は成 り

立 ち え な い程 多 くの便 益 を コン ピュ ー タ か ら享 受

して お ります 。

素 子 の 集 積 度 の 進 行 に 支 え られ,コ ン ピ ュ ータ ・

シ ス テ ムが 高 性 能 化,小 型 化,低 価 格 化 し,こ れ

と併 行 して当 初 産 業 活 動 の部 門 に限 られ て い た コ

ン ピ ュ ー タの利 用 は,社 会 活 動 や個 人生 活 の 分野

まで 浸透 して お ります 。情 報 化 は か つ て の 「拠 点

的 情 報 化 」 か ら 「面 的 拡 が りを 持 つ 情 報 化 」 へ 急

展 開 を とげ 第 二 次 情 報 化 時 代 と も よぶべ き新 た な

段 階 を 迎 え る に い た って お りま す 。事 務,オ フ ィ

ス部 門 に も今 や オ フ ・スオ ー トメ ー シ ・ンの 波 が

お しよせ てお ります 。

電 話,複 写 機 に パ ー ソナ ル コン ピュ ー タ ワー ド

プ ロセ ッサ ー ・フ ァ クシ ミリが 加 わ り,さ らに将

来 は,ロ ー カル ネ ッ トワ ー ク等 通 信 技 術 を 通 じて

これ らが 有 機 的 に 結 合 し事 務所 の 様 子 が 一 変 す る

か も しれ ませ ん 。

社 会 の進 歩 と と もに教 育 や 福 祉 に対 す る要 求 が

一 層 高 ま る中 で,こ の分 野 に お い て も コ ン ピ ュ ー

タ の利 用 が 進 ん で い く もの と思 わ れ ます 。 特 に こ

の社 会 活 動 の分 野 で は 今 後 多 様 な 要 求 に 対 応 した

き め細 か なサ ー ビスが 必 要 に な っ てい くも の と思

わ れ,こ れ に適 切 な コス トで 応 え て い くた め に は

コ ン ピ ュ ー タの 導 入 が不 可 欠 だ と思 わ ます 。

例 え ば 我 が 国 で は 近 い 将 来,高 齢 化 社 会 へ の 移

行 が 予 測 され てい ます が,こ れ に 伴 っ て必 要 とな

っ て くる 医療 を は じめ とす る種 々 の福 祉 の充 実,

il鼎阿_⑭ml肋ll、 目ILI洲1剛ITI岡llll1]1・・lllll・…1‖1剛1"洲II・ 川mil・Ill鮒1`1川Ul酬‖)圃岨酬 脚剛W,嶋 】 ■'
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行政の効率化には,コ ンピュータの役割が大きく

期待されています。

経済活動や社会活動の分野だけでなく,生 活分

野にも情報化の波は押 し寄せ,単 にコンピュータ

単独で家計簿の管理や宅内機器コン トロールを行

うとい うようなことから,在 宅勤務のように通信

と結びつき社会システムとの結合を通 じて様々な

コンピュータの利用が考えられてお ります。

これにより,衣 食住の多 くを コンピュータに依

存するだけでなく,ニ ュースは もとより,趣 味 ・

レジャーに関する情報まですべて居なが らに得ら

れるようになるわけです。

それに しても,こ のような社会活動や 日常生活

における情報化の進展は我々の生活に大きなイン

パク トを与えるものと思われます。仮に我々がこ

のような情報化を受動的に受け入れた場合,そ れ

はかえって我 々に不幸をもたらしかねません。居

なが らに して流れ こむ大量の情報にふ りまわ され

自動化教育システムに圧殺 され,個 々人の欲求を

満たす多重チャンネルテ レビジ ョンに家族 との対

話を奪われかねません。

情報提供システムは我 々の情報選択能力を前提

に構築 されたものであ り,教 育システムは主体的

な向上心を前提として構築 されたものであること

を忘れてはならないと思います。また,こ うして

得られる余暇は我 々の確固たる自己管理があって

初めて創造的文化的欲求の充足,心 あたたまる対

話,自 然とのふれあいに使 うことがで き る の で

3

す。

情報化の新 しい段階として,衛 星通信等の通信

技術の進歩とコンピュータ技術の進歩 との結合の

結果,我 々の空間は一層狭いものになってきまし

た。

それは国内的な意味でもそ うですが,国 際的な

意味においてもいえることです。特に国際的に情

報伝達の時間距離が短くな りますと政治・経済・文

化など幅広い分野で交流が進められ,理 解 と協調

の輪が広がっていくことは人類の新 しい夢となっ

てお ります。この意味で我々が特に留意 しなけれ

ばならないことは現在 コンピュータの恩恵に浴し

ていない発展途上国の情報化に対する支援です。

人材育成やシステム支援等を通 じて,こ れらの

国が共に情報化のメリットを享受できるようにす

ることが,情 報 ・通信システムで世界を結ぶ前提

条件 となるでありましょう。

このように情報化は今,新 な段階を迎えようと

していますが,こ れに円滑に対応するためにはい

くつかの技術的対応並びに社会的基盤の整備が必

要であります。紙面の関係上これにふれる余裕が

あ りませんが,我 々は多くの便益をコンピュータ

から享受 していると同時に気づかないうちに多く

の人間的なものを犠牲にしているのではないでし

ょうか。我 々は不断に人間とコンピェ一夕の係わ

り合いについて考察 し,コ ンピュータを真の人間

の幸福のために活用していく心構が最も大切だと

思います。 、

b
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特 別 企画 ・'82情報 化 月間特 集〉

'82情報国際化講演会 ・討論会基調演説か ら

ニ ュ ー ・ イ ン フ ォ メ イ シ ョ ン ・

テク ノ ロジー と経 営 戦 略

三井造船(株)会 長

山 下 勇

自動化実験船 ・金華 山丸

船とい うのは,1つ の工場です。大洋を何日間

もかかって航海するというかたちで,従 来は波ま

かせ,風 まかせ,潮 まかせとい う中でナビゲーシ

ョンとい うものが,船 員のスキルで行なわれてい

ました。エンジンルームの中に入るとこれは工場

で,こ こにパ ワージェネ レーションを起こすパワ

ープラン トがあり,その運転に係わる人がいます。

この船の運航 とパ ワージ ェネレーションの間に

は,お もしろい通信情報システムがあります。船

の上で船長な り一等航海士が命令を出す。すなわ

ちテ レグラフとい う古い通信施設を使 ってガチャ

ガチ ャンとや りますとそれがチェーンでエンジン

ルームにつながってお り,そ こにも同じものがあ

ります。前進 とい う位置に持ってきます と,エ ン

ジンルームのものがチ ェーンでつながっていて同

じように前進 という所に動きます。そ して2つ が

マヅチすれば信号が下へ伝わったことにな り,そ

の信号に基づいて機側におります人が,蒸 気機関

でも,スチームタービンでも,デ ィーゼルでも動か

す とい うナビゲーションが行なわれていました。

その通信が,次 にはチ.エーンか ら電気になり金、

ブ リッジと機側との通信が行なわれるとい う段階

で,そ れがずっと戦争中から戦後の始めまで行な

われていたわけです。

ブリッジにコン トロールルームを置き,ブ リッ

ジで直接エンジンが動かせるようにした最初の船

とい うのは,金 華山丸 とい う船で,30年 前にでき

まるた。 しか し,そ れまでは船長,要 するに航海

士が命令を出す と,そ の命令を受けて機関長の責

任において機械を動かす とい うはっきりした分担

があったわけです。これをブリッジの方で動かす

とい うことになると,そ の操作によって何か起っ

た場合,ど ちらの責任になるだろうかとい う問題

が トライアルを行なった段階で,一 番先にでてき

ました。

従って,そ の第一船金華山丸の海上運転は当然

造船所で行なったわけですが,お 渡 ししていよい

よニューヨーク航路に行くとい う段階で,ブ リッ

ジにある管制装置を取 り払 うということにな りま

した。船長 と機関長のどちらの責任になるか とい

うことがはっきりしない うちは,遠 洋航海,し か

もニューヨークまで行 く船の場合は,非 常に問題

だとい うわけです。

。.と こゐ がAた またまこの船の船長と機関長は,

,頑'よ ・



お 互 い に 理 解 のあ る人 で,私 の とこ ろへ2人 で お

い で にな り こ是 非 一 航 海 や って み た い ミ とい うこ

とで,そ の設 備 を 持 って ニ ュ ー ヨー クへ 行 か れ ま

した 。

ニ ュー ヨー クの港 に入 ります と,世 界 で初 め て

の 自動 化 船 が で き た とい う こ とで,大 変 な セ ンセ

ー シ ョン に な り,む こ うの海 軍 長 官 ま で本 船 を 見

に来 る とい うよ うな こ とで,と う と うそ の設 備 は

はず せ な くな りま した。

そ の後,全 部 の船 で,ブ リ ッジで 直接 エ ン ジ ン

を コ ン トロー ル す る こ とが あ た りまえ に な り,さ

らに船 の 積 み 付 け 等,あ るい は タ ン カ ーの場 合 で

す と,油 の 積 み と り,荷 上 げ 等 が全 部 コ ン ピ ェー

タで 管 制 され る とい う形 に な って きて い ます 。

船舶運航 システム化の試み

そ して 次 の 段 階 と して,船 全 体 の シ ス テ ムー 燃

料 ・潤 滑 油 ・蒸 気 とか,あ るい は 補 助 機 械 等 の管

制 を,CPUを 入 れ て や ろ う と考 え,金 華 山 丸 か

ら10年 ば か りあ とで,三 峰 山丸 とい うタ ン カ ーに

CPUを つ け たわ け で す 。 これ は そ の船 以 外 に,

日本 で3ば い の船 がCPUを 乗 せ て,全 体 の船 内

シ ス テ ムを コン ピュ ー タで コン トロール す る とい

う こ とを や っ たわ けで す が,そ の当 時 や は りそ の

サ ブ シ ス テ ム とい うも のを あ る程 度 ま とめ る とい

う考 え も あ りま した 。

しか し,ご 承 知 の とお りそ の 頃 は ま だ,現 在 の

よ うに マ イ ク ロ プ ロセ ッサ とい うもの が発 達 して

い な い 段 階 で,大 型 の コ ン ピ ュー タに全 部 サ ブ シ

ス テ ムを 含 め て 入れ る とい うこ とを や らざ る を得

な か った わ け で す。

そ の 後,そ れ に続 く発 展 が な か った の で す が,

最 近 に 至 って マ イ ク ロ プ ロセ ヅサ とい うもの が 出

て き ま した 。 そ こで,そ れ ぞれ の サ ブ シス テ ムに

マ イ ク ロ プ ロセ ヅセ を 入 れ て サ ブ シス テ ムそ の も

の を 全 部 生 か して い って,メ イ ン コ ン トロー ル の

とこ ろに は,サ ブ シ ステ ムか ら必 要 な 情 報 だ け が

送 られ て,船 全 体 の 情 報 が ま とめ られ る とい う形

5
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に切 り換わ り,そ のような形で現在の船は実際の

運航がされているわけです。

付加価値の上昇と生産体制の変革

ところで,造 船業 とい うのは今やだいたい1960

年代か ら1970年代の始めにかけては,鉄 工,石 油

化学等 とともにいわゆる基幹産業のひ とつ として

の役割 りを果 してきたわけです。ご承知のように

オイルショック以降,石 油の輸送とい うものが大

幅に少なくなったとい うことで,ま ずタンカーが

過剰にな りました。また全体としての入港が少な

くなるとい うことから船舶の過剰が出 て き ま し

て,現 在造船業は,非 常に大きな設備の削減と労

働力の転換を強いられています。

当時,2次 産業の中で非常に大きな役割を果た

したのは,同 じような基幹産業であった鉄工,石

油化学,セ メン ト,紙 パルプとい うような資材 と

エネルギーを大量に消費する産業で した。実は60

年代の日本のGNP成 長をささえてきたのは,こ

のような資材 とエネルギーを多消費するいわゆる

トン産業であったわけですが,70年 代の中頃一オ

イルショック以降から トンで売る トン産業から,

キ ログラム産業に換わってきました。

キログラム産業 とい うのは,い わゆる工作機械

であるとか,自 動車であるとい うようなキログラ

ム単位の製品の産業です。

また,さ らに附加価置の高いグラム産業 とい う

のがその当時すでに頭を出しています。これ〕ま,

時計 とかカメラとい うようなものです。.

た とえばカメラになります とだいたい260グ ラ

ムとか200グ ラムな どとい うカメラが3万5000円

とか4万 円とい うことで,こ れが100グ ラムあた

り万円のオーダーになる訳です。要するに トン産

業からキログラム産業,さ らにグラム産業になる

と値段が急速に上が り,附 加価値も急速に高 くな

るとい うことで,同 時に生産の体制が大きく変わ

ってきているのではないかと思います。また当然

のこととして生産のプロセスから,プ ロダクショ

●
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ンの 方 に もオ ー トメ ー シ ョンが 入 って きた とい う

こ とが 言 え るの で は な い で し ょ うか 。

超L、SIの 影 響

と ころ が,プ ロ ダ クシ ョン に おけ る オ ー トメ1

シ ョン とい うの は,実 は我 々が まだ学 生 の頃,す

で に 科 学 的 管 理 法 の 中 で 動 作研 究,作 業研 究 とい

う形 で 生 産 の場 に お け る工 員 の 実 際 の仕 事 を分 析

し,ス タ ソ ダイ ゼ ー シ ョン して 工 員 の 持 つ 一番 高

い ス キ ルを ソフ ト化 しよ う とい うこ とで 始 ま って

い た の です 。

まず 最善 の加 工 方 式 を 機 械 に教 え る とい う形 を

取 った わ け です が,そ れ が更 に ニ ュ ー メ リカル コ

ン トロ ール に な り,同 じ製 品 ばか りで な く他 の も

のに も使 え る よ うに とい うの で,マ シ ン ・セ ン タ

ー の形 に な って き ま した 。

この よ うに工 員 の持 つ 一 番 良 い 仕 事 の し方 とい

うもの を,一 回,ソ フ トに して 更 に ハ ー ド化 す る

こ とが,プ ロ ダ クシ ョ ンに お け る大 き な進 歩 で あ

った と思 い ます 。

最 近 に な る とそ れ を 更 に ロボ ッ トに 教 え 込 み,

更 に進 む と トラン ス フ ァー マ シ ンに よる マ シ ニ ン

グ シス テ ムに変 わ って の フ レキ シ ブ ル ・マ シ ニ ン

グ ・シ ス テ ム とい う形 で,従 来 の よ うな 少 品種 多

量 生 産 か ら,多 品 種 少 量 生 産 に 対 して も充 分 に 生

産性 が上 が る とい う形 にな っ て き て い ます 。

この よ うな マ シ ニ ン グの分 野 は,長 い時 間か か

って 急 速 に 花 が 咲 い て きた わ け で す 。 そ の バ ッ ク

グ ラ ウ ン ドに な っ て い る のは,実 は グ ラ ム産 業 よ

り更 に 目方 の 軽 い ミ リグ ラム産 業,い わ ゆ る超L

SIの 開 発 が 大 き く貢 献 して い る の で す。 しか し

この超LSIと い うも のを 目方 で 考 え ます と,急

速 に安 くな りつ つ あ る と言 っ て も,そ の値 段 とな

る と グ ラ ム産 業 な ど とて も比 で は あ りませ ん。

この よ うに 超LSIが よ りヘ ビイ な産 業 に ア プ

ライ ズ され てい っ て,そ れ ぞ れ の 産 業 の合 理 化,

生 産 性 向上 につ なが っ てい ます 。

前 の時 代 に お い て,日 本 の質 のい い 鋼 鉄 あ るい

ペエ

は 質 のい い 他 の素 材 が 産 業 の 発 展 に 貢 献 した と同

じ よ うに,今 や 超LSIが 産 業 の米 と して,あ る

いは 油 と して大 き く進 出 して き てい る の では ない

か と思 い ます。 また,そ う言 っ た意 味 で プ ロダ ク

シ ョンに 関 す る 限 りは,マ イ ク ロエ レク トロ ニ ク

ス の 力 を 借 りて 相 当 最 終 的 な 段 階 まで 来 つ つ あ る

の で は な い か とい うよ うに 言 え る と思 い ます 。

一 方
,今 度 は プ ロダ ク シ ョンで な い 方 で オ フ ィ

ス の仕 事 を 考 え て行 き ます と,オ フ ィス ワー クに

は 事 務 的 な仕 事 とエ ンジ ニ ア リン グ の仕 事 と2つ

あ るわ け です 。

エ ン ジ ニア リン グオ フ ィス の方 は,か な り進 歩

して,設 計 に も コ ン ピ ュ ー タが 使 わ れ る よ うに な

っ てい ます 。 こ の分 野 は,我 々 の方 で も現 在,船

な ど全 部 コ ン ピ ェー タで設 計 し,部 品 図を 書 きそ

して グ ラフ ィッ クデ ィス プ レイを 使 い板 取 りま で

や り,そ の メモ リーが 生 産 現 場 に送 られ て,直

接,板 を 切 る とい う とこ ろ まで のCAD/CAM

が で て きて い ます 。

さ らに,パ イ プ の シ ス テ ム等 は す べ て コン ピ ュ

ー タで デ ザ イ ン し,コ ン ピュ ー タで パ イ プを 曲げ,

加 工 して フ ラ ン ジを 溶 接 し,三 次 元 の 曲げ まで 全

部 や る とい うシ ス テ ム もで きあ が って い る わけ で

す 。 そ ん な訳 で エ ン ジ ニ ア リン グオ フ ィス は,当

然 の こ と と して プ ロダ クシ ョン と密 接 して 進 ん で

きて い るの で は な い で し ょ うか 。

プ ロダ ク シ ョン 自身 の 現場 の生 産 体 系 の進 歩 と

い うのは,現 在 の と こ ろ 日本 は最 高 の レベ ル に あ

る の で は な いか と思 い ます 。 しか し,CAD/C

AMの 方 は や は リア メ リカ の方 が 我 々 よ りも一 歩

前 進 して い るの で は な いか と思 い ます 。

い ず れ に して もエ ンジ ニア リン グ オ フ ィス に お

け る コン ピ タ リゼ ー シ ョソの 問題 につ い ては,す

で に い ろ い ろ な会 社 で 手 を つ け て い ます 。 プ ロダ

クシ ョン といか に これ を うま く シス テ ム化 す るか

とい う問題 につ い ては,さ らに 発 展 の余 地 が あ る

とは 思 い ます が,い い とこ ろへ 行 って い るの で は

な い で しよ うか。 また,自 動 車 工 業 な どで は そ の



CAD/CAMが,相 当 前 進 され て い る とい うよ

うに 私 は 理 解 して い ます 。

エ ン ジ ニ ア リン グ オ フ ィス の方 は,プ ロダ ク シ

ョン とい う後 につ くも の がは っ き り して い ます の

で,全 体 と して の シ ス テ ム の将 来 とい うもの は,

割 合 に は っ き りと形 が つ か まえ られ て い ます。 し

か し,い わ ゆ るオ ブ ィス ワー ク,ク ラ リカ ル な 仕

事 に つ い て は,実 は残 念 な が ら基 本的 な研 究 が十

分 で き て い る よ うtlこは考 え られ な い わ け で す。

オ フ ィス ワー ク 日米 の違 い

私 は 以 前 か ら,ア メ リカ あ るい は ヨー ロ ッパ の

い ろい ろ な産 業 と関 連 が あ り,オ フ ィス の方 も見

て い ます が,ア メ リカ で は 日本 と違 い オ フ ィス に

おけ る人 の移 動 は 相 当 多 い よ うで す 。 資料 な どを

見 ま して も相 当 回転 が 速 い とい うこ とで,当 然 オ

ペ レー シ ョンマ ニ ュア ル とい うもの は 非 常 に 良 く

で きて い るの で は な い か と思 い ます 。

日航 の飛 行 機 に 乗 ります と,ス チ ュ ワーデ スは

マ ニ ュ ア ル な しで ア ナ ウン ス してい ます が,ア メ

リカ の飛 行 機 に乗 る とベ テ ラン の ス チ ュ ワー デ ス

で もマ ニ ュア ルを あ て て ア ナ ウ ンス して い ます 。

日本 です と頭 に 覚 え て い な い と こい つ まで た って

も覚 え な い の か.と 思 わ れ るわ け で す が,マ ニ ュ

ア ル が あ れ ば マ ニ ュア ル に 従 って や る とい うこ と

が ア メ リカの 当 然 の や り方 な の で す 。

そ の意 味 で 考 え ます と,日 本 の オ フ ィス内 に お

け る マ ニ ュ アル 作 りは 大 変 遅 れ てい る の では な い

か と思 い ます 。 何 故 か とい う とひ とつ は 終 身 雇 用

と うい うこ とが影 響 してい ます 。

た とえ ば課 長 が,そ の課 長 流 でや る と します 。

そ の 上 の 部 長 に も部 長 流 の オ フ ィス に お け る仕 事

の 仕 方 が あ り,代 々そ の方 法 で い き ます 。 従 っ て

日本 で は ポ ジ シ ョンが 変 わ り新 しい人 が 来 る と,

こ前 任 者 の や り方 を 踏 襲 します.と い う言 葉 が で

て き ます 。 マ ニ ュア ル が あ れ ば 当 然,当 社 の 今 ま

で のや り方 でや る とい うこ とに な るの で す が,そ

の マ ニ ュ アル が あ りませ ん。 また,も しマ ニ ュア
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ル が あれ ば,こ れ を コ ン ピュ ー タ の ソフ トと して

入 れ て い く とい う こ とは極 め て容 易 に な るわ け で

す 。

も う一 つ の 違 い は,日 本 の オ フ ィス とい うの は

大 部 屋 で,課 長 な り係 長 が い て そ の 下 に 課 員 が並

ん で お り,だ い た い み ん な 口頭 で 報 告 す る,あ る

い は 指 示 を す る とい うよ うな シ ステ ムで す 。 しか

しア メ リカの 方 は,ご 存 知 の とお り,み んな 個 室

にな って い ます の で,リ ポ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム

とい うも のが,ど うして も必 要 に な り,そ の シ ス

テ ム が い る とい うこ とは 当然 の こ と と して マ ニ ュ

ア ル化 され て くる わけ です 。

これ が また,デ ー タベ ース あ るい は フ ァイ リン

グに 関 して も非 常 に は っ き り して お り,パ ーマ ネ

ッン トフ ァイ ル で あ る とか,あ るい は これ は3年

の フ ァイ ル で あ る とか,こ れ は1年 の フ ァイ ル で

あ る とか,受 け 取 った らす ぐシ ュ レ ッダ に入 れ る

レポ ー トで あ る とい う よ うな形 で全 体 と して の構

築 が容 易 に な っ て い ます 。 従 っ て フ ァイ ル が は っ

き りして くれ ば,ど の フ ィルか らあ とを 実 質 的 な

デ ー タベ ース と して コ ン ビ一 夕 に 入れ る か とい う

こ と もは っき りして く るの で や,は りそ の点 が 明

らか に,我 々 よ りも一 日の 長 が あ るの で は な い で

し ょ うか 。

日本 の 場 合 は 独 特 の ク ラ リカル な 事務 を や って

い くシ ス テ ムが あ るの で,こ れ を い か に うま くマ

ニ ュ アル 化 し,シ ステ ム化 す るか とい うこ とが 問

題 で あ り時 間 もか か る ので は な い か と思 い ます 。

も う一 つ は,日 本 で オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョン

の機 器 が 入 っ て い る のを 見 ます と,フ ァク シ ミ リ

が一 番 多 く,そ れ か ら コ ピー イ ン グ マ シ ンが 入 り

そ して ワー ドプ ロセ ッサ が よ うや く入 り出 してい

る とい うこ とで,要 す る に,キ ー ボ ー ドに対 す る

日本 人 の慣 じみ とい う問題 に な るわ け です 。

ア メ リカで は 特 に ロー レベ ル の事 務 に 携わ る人

は,み ん な タイ プ ライ テ ン グを す る とい うこ とで

キ ー ボ ー ドに 慣 れ て い ます 。 マ ネ ー ジ ャ ーめ レベ

ル に な る と,口 述 して 秘 書 に 速 記 を 取 らせ タイ プ

〉
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させるとい う習慣があるので,マ ネージャーのキ

ーボー ドへのアクセスは今後の1つ の問題ではあ

りますが,日 本の場合は割合に低い レベルの人で

もデ ィクテー トしてそれを文章にするとい う習慣

はほとんどあ りません。

このような仕事の仕方の違いにより,現 在オフ

ィスにいる大部分の人達はワー ドプロセッサのよ

うな,キ ーボードを使ったものに対して慢 じみが

薄いのだ と思います。

も う1つ アメリカと日本の差として感じたのは

情報のネヅトワークの問題です。ご承知のように

アメ リカセこはATTを 始め とするローカルのネ ッ

トワーク,あ るいは全米のネットワークとい うも

のがあ ります。全部が一応プライベー トの会社 と

なって多くの衛星を上げているとい うことで情報

のネ ットワークは非常に進んでいると思います。

特に衛星は,ア メリカのような広い地域では距離

に対するハンデキャップをほとんどゼロに してい

るとい う意味で非常に重要なポイントになってい

ます。

日本においても電電公社で,距 離による電話料

金の違いとい う問題について関心を持 っています

け ど情報が企業内において従来の資材の輸送,人

の移動 というものより重要性が増すで あ ろ うか

ら衛星により地上における距離の問題が,ほ とん

ど無視できるということは,重 要なポイン トにな

るのではないでしょうか。

我々の大分の工場にしても,同 じ内容の図面等

をファクシミリで送るとい うことになると,岡山,

千葉,あ るいは大阪に送るとい う段階で非常に大

きなコス ト差がでてきます。それは工場の運営の

面でもひとつの問題になるわけです。

アメ リカでもうすでにできあがっている会議機

器 システムの実演を見せて頂き,従 来の日本の経

済 とい うものは日本国の持っている資本力あるい

は労働力,技 術力であるとい う単位で考えられて

いましたが今や情報とい うものが新 しくその地位

を経済の中に占めるべき時期に来ていると感 じま

三ご∨

し た 。

OAへ の模索

さて,情 報 とい うも のが 経 済 の中 で の役 割 りを

認 知 され ます と,1つ の企 業 の持 つ 情 報 量 が そ の

会 社 の重 要 な 資 産 に な っ て き ます 。 そ うい う面 で

見 て 行 く と,情 報 を 処理 し,管 理 して い くこ とに

対 す る経 営 の 態 度 とい うもの も,お の ず か ら変 わ

って くる ので は な い か と思 い ます 。 また,そ れ に

よ っ てデ ー タ バ ン クで あ る とか 情 報 の 流 通 シ ス テ

ムで あ る とい うも のが,新 し く地 位 を 得 て く るの

では な い で し ょ うか。

そ ん な訳 で ユ ー ザ ー の方 と一 緒 に な って,オ フ

ィス の オ ー トメ ー シ ョン とい う問題 を 考 え よ う と

い うこ とで,昨 年 オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョン協 会

とい うもの を 作 り,私 が初 代 の会 長 に な りま した 。

そ れ 以 前 に,能 力 協 会 で もホ ワイ トカ ラー の問 題

を や って み よ う とい うこ とでOA協 会を 作 り,オ

フ ィスオ ー トメ ー シ ョンに 対 す るア プ ローチ の仕

方 に つ い て の ア ン ケ ー トを 取 りま した。

日本 の会 社 で取 った ので す が,そ れ に は2つ の

は っ き りした傾 向 が あ りま した 。

1つ は フ ァ ンダ メ ンタル な実 際 の オ フ ィス ワー

クの 解 析 を して,ど ん なOA機 器ee-一番 ニー ズ が

あ るか とい うこ とか ら始 め て シ ステ ム化 して い こ

う とい う方 法 で す 。 も う1つ は,と に か くパ ソ コ

ンを 何 十 台 か 入 れ て慣 らそ う とい う要 す るに,組

織 の 中 に種 を ば ら まい て み よ うとい う 考 え 方 で

す 。

どち らが正 しい ア プ ロー チで あ るか とい うこ と

は言 え ませ んが,私 自身 は機 械 屋 で あ り,生 産 の

分 野 に お け る ア プ ローチ とい うものを して き た関

係 で,い き な り機 器 を ぶ ち込 ん で やれ とい うア プ

ロ ーチ に は ち ょっ と馴 じみ ませ ん。 また,我 々経

営 の 方 か ら見 て,ア プ ロ 一聯チ の しか たは 今 の2つ

以 外 に な い とい う訳 で な く,そ れぞ れ の企 業 に あ

った ア プ ロー チ の仕 方 が あ る と思 い ます 。

た だ 非 常 に お も しろい ア プ ロ ーチ だ と思 うの は



現場で始 まった小集団活動です。ご存知のように

ほ とんどの会社では,現 場における小集団活動が

大きなささえとなり,生 産向上が行なわれてきた

わけです。

アメリカのウェステ ィングハウスで見たのはど

うした らワー ドプロセッサが うまく使えるかとい

うことで,秘書グループに小集団活動をさせて,ワ

ー ドプロセッサを入れるようにする方法でした。

その方法 とは,秘 書が大部屋の中に座っていま

すと,部 屋には絨毯が敷いてありますがその下を

リー ドワイヤーが通っているらしく無人のメイル

カーが走っています。そ して,秘 書の横でメイル

カーが止まり,自 分のところへ来たものは受け取

り,OUTの ものはその車に乗せるのです。

それが一定の時間で自動的に廻っているので,

秘書は全然動かないで,自 分の所に座ったままで

ワー ドプロサ ッサで仕事を しています。電話があ

ると,そ れを記憶装置の中に入れておいて必要な

時に取 り出した り,文 章にする必要がある時は文

章にす るとい う形です。

MEへ の期待

私 の会 社 で も今,小 集 団 活 動 を や ら せ て い ま

す 。 ま た,一 方 では 全 体 と して の シ ス テ ムを 組 む

こ とや,作 業 分 析 もや らせ て い ます 。

こ の よ うな ア プ ロー チ の仕 方 に は い ろい ろ工 夫

が あ り,プ ロダ クシ ョン の方 です と極 め て ビジ ブ

ル で わ か り易 い ので す が,オ フ ィス ワー ク の方 は

な か な か そ うは い き ませ ん。 また,内 容 の問 題 も

ビ ジ ブル で は あ りませ ん ので,オ フ ィス ワ ー クの

問題 とい うのは,や は りオ フ ィス オ ー トメ ー シ ョ

ンの1つ の 大 きな 課 題 に な るの で は な い で し ょ う

か 。

そ こで,こ の よ うな オ フ ィス あ るい は プ ロダ ク

シ ョンサ イ ドに お け るマ イ ク ロエ レク トロ ニ クス

の ア プ リケ ーシ ョンは,大 企 業 だ け に取 り入れ ら

れ てい るか とい うと意 外 と ロボ ッ トな どの例 を 見

て も中 小 企 業 の 方 が さか んに な っ てい る の では な
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いかと思います。特にプロダクションサイ ドの方

ですと,中 小企業の方がいい労働力を集めるにつ

いても問題があり,ま た少品種大量生産 とい う形

が取 りにくいので多品種少量生産の形を取 らざる

を得ないとい う事情 もあって,新 登場のMCな ど

の利用,あ るいはロボットの利用 も中小企業の方

が多いようです。

中小企業 というのは,管 理の面は大企業 と違い

もともと非常に簡素化 されていますので,こ のま

まいくと日本の中小企業 というのはこれか ら決 し

て大企業に負けないものになるのではないかと思
ト
います。む しろ最近の例を見ます と,い わゆる中

小企業 と称せ られる専門企業の,世 界への供給の

比率 とい うものが40%,50%あ るいは80%と い う

ように非常に高 くなってきています。

こういった企業は,製 品の特異性もさることな

がら,生 産の形式や研究 ・開発等においても極め

て先進的なや り方を していまして,現 在では必ず

しも最大の企業が技術の リーダーシップをとると

は限 らないのです。それは,こ れからエ レクトロ

ニクスが産業面に入 っていくと,そ れを うまく利

用 した産業あるいは企業が大きく優勢を占めると

い うことです。

お わ り に

私 は エ レク トロ ニ クス は む しろ 使 い 手 で あ り,

グ ラフ ィ ック とか の,あ る程 度 の ソフ トの供給 を

して い ます が,む しろ ユ ーザ ー と して これ か らの

マ イ ク ロエ レク トロ ニ クス の 進 歩 を 注 目 した い と

思 うわ け です 。 また,ど ん な に た くさ ん の可 能 性

を 秘 め た装 置 が どの よ うに 使 わ れ て い くの だ ろ う

とい うこ とが私 は 知 りた い の で す 。

そ うい うこ との行 き着 く果 て は 我 々 ユ ー ザ ー に

とっ ては どの よ うに 展 開 され て く る の で し ょ う

か 。 む しろ あ ま りに早 い超LSIの 発 展 に 目を 見

張 って い る とい うの が偽 わ ら ざ る現 状 な の で あ り

ます 。
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'82情報国際化楕演会 ・討論会基調演説から

ニ ュ ー ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・テ ク ノ

ロ ジ ー の 社 会 ・産 業 へ の イ ン パ ク ト

IMPUT社 ・社 長

ピ ー タ ー一 ・A・ カ ニ ン ガ ム

社会革命のプ ロセス

今日は,技 術開発の持つ機能的な影響について

お話 ししたいと思います。最初に,導 入部として

3つ の社会革命を検討 してみたい。

まず最初に農業革命があ り,次 いで産業革命が

あ りました。現在は,い わゆる情報化社会へ移行

しつつあるといわれているわけですが,興 味深い

ことは,情 報革命の記号として人工衛星のパラボ

ラアンテナを選んだことです。この持つ意味は何

か とい うことです。

農業社会から産業社会へ移行 した ときに基盤に

なった技術は,い わゆる機械工学 と土木工学の発

達 と蒸気機関の使用です。産業革命の後を追って

電気工学的な発達が進み,電 気による動力と電気

通信が発達 した。この結果,電 気的な手段を通じ

て遠隔地の間の通信が確保され,社 会 ・産業が非

常に加速的に変化するとい うことになりました。

いま私たちが迎えている革命は,電 子工学を原

動力としたものです。いわば,電 子工学的な革命

ともい うべきもので,こ れらに基盤をおいた装置

とか,あ るときには磁気系とか光学系の技術が組

み合わされています。

この情報革命を理解するためには,次 の3つ の

ことを見るべきだ と思います。第1は 発明です。

今 日の発明は,単 にコンピュータ ・コミュニケー

ションだけでなく,バ イオエンジニアリング,エ

ネルギー,宇 宙などに広くかかわっています。宇

宙がわかっていなければ,人 工衛星による伝送も

できないわけで,今 後,第4の 革命が達成 される

とすれば,い わゆる人間に対するスペースの時代,

スペース革命だろうと思います。このように,発

明の段階が,絶 対的な基盤なのです。

コンピュータの演算 ・分析能力がバイオエンジ

ニアリングを生みだ しました。そしていま,産 業

・経済 ・社会の中で,こ うした第1の 発明がアプ

リケーションされているわけです。これが第2番

目です。

第3は,秩 序の問題です。常に,変 化に対する

抵抗とい うものがあります。山下さんもいわれた

ように,機 関長を機関室から操舵室に動かすとい

うときも,非 常に大きな抵抗があった。次に,ポ

ピュレーションをブリッジのコントロール ・ルr

ムからオフィスの中に入れ込むことが大きな変化

で,完 全無人化 して しまう。、さらに,船 だけでな

く別なところから遠隔操作するというような中央

魯'工.



集中化が,何 年か先きに起 こってきます。当然,

こ うした変化に直面する人たちの抵抗が起 こりま

す。 このような抵抗は,一 種の惰性 とか慣性とい

う言葉で表現できると思います。 しか し,結 局は

1つ の確立 された行動パターンは打破され,新 し

い秩序が再配列されてつ くられるわけです。

このような新 しい発展,電 子工学的な意味での

新 しい革命は,何 をもたらすので しょうか。向こ

う10～20年 の間に,産 業や社会が どのような影響

を受けるかを考えてみたいと思います。

最初の変化は,通信電送部門に起 こるでしょう。

人工衛星が放送や音声通信,デ ータ伝送,メ ッセ

ージ処理のために使われています。この部門は,

長期的に考えると国境や文化的な境界を打ち壊す

という意味で,時 間はかかるでしょうが,最 も有

効な武器になるかも知れ ません。

第2番 には,新 しい伝送媒体です。たとえば,

ワイ ドバンドの伝送が可能な媒体があります。ア

メリカでは,す でにフル ・スケールのビデオを使

ったテレビ会議が行われています。電話会社が,

独自の自社用のビデオ会議センターを使って,色

々大企業に働きかけています。画像を伴った電話

はもう20～30年 前からいわれていたわけですが,

実際に一般に受け入れられるのは,20年 ぐらいか

かるのではないかと思います。つまり,社 会はメ

ーカーの人たちが思 うほど早 くは変っては くれま

せん。

第3番 目は,ロ ーカル ・エ リア ・ネットワーク

の概念です。たとえばスタンフォード大学は,各

分校間にローカル ・エリア ・ネットワークを持っ

ています。多くの場合,ロ ーカル ・エ リア ・ネッ

トワークは,地 元のある地域社会だけのコミュニ

ケーションを意味 していた ようですが,日 本やア

メ リカやその他の国でもいろいろ実験されていま

す。その中で注目したいのは,た とえば日本の電

電公社のINSな どが,非 常に重要かつ有効だと

い うことです。いつ活用されるようになるかわか

りませんが,向 こう10年～20年 間のうちに重要に
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な って き ます 。

テ レコ ミュ ニケ ー シ ョ ンの活 動 に強 い関 連 を 持

つ もの に音 声 処 理 と画像 処 理 が あ ります 。 音 声 処

理 に よっ て キ ー ボ ー ドに 対 す る依 存 性 が 軽 減 され

ます 。 山下 さんは,ア メ リカ人 は キ ー ボ ー ドの 扱

い に慣 れ て い る とい い ま した が,キ ー ボ ー ドは 実

際 には コン ピュ ー タ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・シ ス

テ ム と のイ ンタ フェ ー スを ス ロー ダ ウ ン さ せ ま

す 。 だ か ら 日本 で は,キ ーボ ー ドの段 階 は とび越

え た 方 が い い の じゃな い で し ょ うか 。 今 後10年 ～

20年 で タイ ピス トや 秘 書 を 必 要 と しな い シス テ ム

が で きて く る と思 い ます が,日 本 は,直 か に そ こ

へ 行 った ほ うが い い よ うに 思 い ます 。

画像処理への期待

音 声 処理 に 付随 した形 で,画 像 処 理 の 問題 が あ

ります 。 中心 は映 画 ・ビデ オ ・ピ クチ ュ アや ア ニ

メ ーシ ョン な どで すが,と くに社 会 的 観 点 か ら配

慮 が必 要 な分 野 です 。 現 存 の シ ス テ ム の中 に,人

間 の特 徴 を と らえ て完 全 に 静 止 した 形 で デ ジ タル

化 した も のが あ ります 。 特 別 な ア プ リケ ー シ ョン

用 の アル ゴ リズ ムを 顔 の筋 肉 の動 き の構 造 か ら と

り,こ のイ メ ー ジを ア ニ メ化 で き るわ け で す 。 こ

れ を 洗 練 され た 音 声 処 理 装 置 と組 み 合 わ せ る と,

ス ク リー ンの 上 に,ま るで 生 きて い る人 間 の よ う

な 形 で ア ニ メ化 され 得 るわ け で す 。 そ うな る と私

た ち が 映 画 で 使 って い る よ うな 画 家 が要 らな くな

ります 。 また,死 ん で しま った政 治 家 を この よ う

な プ ロセ ス で 人 為 的 に,生 きた ま ま相変 らず 話 を

続 け させ る こ とが で き るわ け で す。

また,情 報 の デ ィス プ レイ分 野 で も,い ろい ろ

新 しい方 法 が だ され て い ます 。 た とえぱ,フ ラ ッ

ト ・ス ク リー ン ・テ クノ ロジ ー とい うも のが 出現

して い ます 。 この技 術 で,コ ン ピュ ー タ の ア ウ ト

プ ッ トをCRTと ほ ぼ 同 じ値 段 で よ りよい 輪 郭 の

フ ラ ヅ ト ・ス ク リー ン ・デ ィス プ レイ ・シス テ ム

を 出 せ る とい い ます 。

プ ロセ ッサ ー とか記 憶 媒 体 の 分 野 の 改 良 は,ま

b



、』

12

だ まだ進 む と思 い ます 。 た とえ ば これ か ら18ヵ 月

の 間 に32ピ ッ トの プ ロセ ッサ ー が で き ます が,小

規 模 シス テ ムに も活 用 で き る もの で す 。 こ うな る

と ソ フ トウ ェア の 問 題 が 登 場 して き ます 。 多 くの

人 は,ソ フ トウ ェ アを ダイ ナザ ウル ス,つ ま り大

き な恐 竜 の よ うだ と考 え て い ます 。 デザ イ ンを し

て い る の が頭,首 は詳 細 に わ た る デザ イ ンで,体

が プ ロ グ ラ ム,尾 が そ の テ ス トとい うわ け です が

恐 竜 と同 じ よ うに 頭 と尾 が逆 方 向 に動 い て し ま う

とい う恐 ろ しい こ と も起 こ るわ け です 。 です か ら

ユ ーザ ーは,社 内 的 な 必要 に応 じて 開発,デ ザ イ

ン で き る よ うに しな け れ ば い け な い わ け で す 。

各社サー ビスの発展

と くに重 要 な の は,サ ー ビス産 業 の発 展 ・発 達

で す 。 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス だけ で な く,コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ュ ン ・サ ー ビス とデ ー タ ベ ー ス の ネ ッ

トワー クの 発 展 が 必要 で す 。

ア メ リカで は,デ ー タベ ー ス は1985年 に は45億

ドル く らい の商 売 に な るだ ろ うとい わ れ て い ま

す 。 ク レジ ヅ トの デ ー タベ ー スは7億 ドル ぐ らい

で す し,ニ ュ ース の デ ー タベ ー ス は年 間34%の 伸

び 率 を 示 してい ます 。 オ ン ライ ンの デ ー タベ ー ス

が どん どん発 達 す る こ とに よって,産 業,ビ ジ ネ

ス,政 府 の 仕事 等 の 効 率 改善 に貢 献 します 。た と

え ば ニ ュ ース の よ うな 情 報 を コ ミュ ニ ケー シ ョ ン

・ネ ッ トワー クで 伝 達 す る と,テ レコ ミュ ニケ ー

シ ョン の 中 でい わ れ た よ うな 発 達 と同 じ こ とが 期

待 で き ます 。 そ うな る と,世 界 的 に購 読 され る よ

うな新 聞 が 登場 す る と思 い ます 。

で は こ こで,人 工 頭脳 の話 を して お き ます 。 社

会 に い ち ば ん 影 響 を 与 え る の は,人 工 頭 脳 で は な

い か と思 い ます 。 まず,1つ の 仮 説 と して,人 間

よ り賢 い コン ピュ ー タが 登 場 す るか とい うこ とが

あ ります 。 す でに 軍 事 用 の コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ

ムは,も う人 間 の 力を 凌 駕 して い ます 。 また,ア

メ リカ国 内 では,投 資 の意 志 決 定 で 人 間 よ りコ ン

ピュ ー タ の方 が 有 能 とされ て い ます 。 確 か に,初

」逮幽..

めの人工頭脳の機械は,人 間 よりほんのち よっと

の分野でしか有能ではないでしょう。しかし,こ

れから20年 もかけると,こ れらの専門分野はもっ

と増えると思います。これに並行 して,特 殊な専

門化 した情報収集能力を持った コンピュータや能

力や運動を持った人工頭脳ができるで しょう。 し

かも,こ れ らのシステムは,た だ単に人間 より賢

いとい うだけでなく,特別な能力とい う意味では,

す ぐれた数理的な運動能力を持 った産業 ロボット

にまで行きつくと思います。私どもは,い ささか

回避 しがちですが,こ れは真剣に考えるべきだと

思います。

伸びる企業の情報支出

在 来 的 な知 恵 か ら見 る と,情 報 経 済,情 報 マ ー

ケ ッ トは,爆 発 的 な速 度 で伸 び て い ます 。 しか し

現 実 の や り方,行 動様 式 の変 化 の ス ピー ドは非 常

に遅 い し,予 想 とか な り違 った こ とが 起 こる か も

しれ ませ ん 。1975年 か ら1980年 置 か け て,ア メ リ

カで は,情 報 を 買 うた め に 支 払 った 個 人 消 費 支 出

は,そ のほ か の可 処 分 所 得 の割 合 に 比 べ て 少 な

い 。情 報 は 対 してか け た 支 出が 下 が って い るわ け

です 。

しか し,企 業 の情 報支 出 は,何 百 パ ー セ ン トも

伸 び て い ます 。 つ ま り,個 人 活用 され てい る情 報

は 企 業 に よって 負 担 され て い るわ け です 。

また,あ る特 定 の情 報 サ ー ビス の分 野が,ほ か

に 比 べ て非 情 に早 く増 加 して い る。 た とえ ば ネ ッ

トワー クを使 っ た デ ー タベ ー スで,プ ソス テ ル と

か ニ ュ ー ヨ ー ク ・タ イ ム ス ま で含 め る と,1981年

6月 か ら82年3月 まで の 間に,こ れ ら のサ ー ビス

購 入 者 が82%も 伸 び ま した 。

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンにつ い てお 話 して

み た い と思 い ます 。 オ フ ィス は,コ ミュニ ケ ー シ

ョン の プ ロセ ヅサ ーを 持 って い ます 。 デ ー タを 取

っ て処 理 し,そ のデ ー タを社 内 外 に 伝 達 して い き

ます 。 オ フ ィスは そ うい う意 味 で プ ロセ ッサ ー に

た とえ られ ます 。



また,オ フ ィス を プ ロセ ッサ ー と同 じと考 え る

と,オ フ ィス の 製 品 な りサ ー ビス の 支 出 の配 分 を

変 え る こ とで,オ フ ィス の60%ぐ らい の 支 出 は,

音 声 な りメ ッセ ー ジ に よっ て変 え る こ とが で きる

と思 い ます 。

書類のジャングルな くす

で は,ど の よ うな技 術 の 進歩 が,こ の よ うな オ

フ ィス の 果 た す機 能 を 変 え る こ とが で きる の で し

ょ うか 。音 声 を記 憶 させ て お い て,あ とで留 守 だ

っ た方 に送 りつ け る シス テ ム が 市販 され,コ ン ピ

ュー タ に 支援 させ た テ レビや ビデ オ を使 っ た会 議

な ど,1985年 に は,大 企 業 の40%が 使 うで し ょ う。

恐 ら く,画 像 記 憶 と画像 処理 の 開 発 が 非常 に重

要 だ と思 い ます 。 と くに オ プテ ィカ ル ・デ ィス ク

・シ ス テ ム,た とえ ば 電 気 光学 シ ス テ ム や エ レ ク

トロマ グネ チ ッ ク ・シ ス テ ムを 使 うと画像 を記 憶

す る コス トの 方 が紙 よ り安 くな ります 。す で に イ

ンテ ル の シ ス テ ムの よ うに,テ ス トされ た り,い

くつ か の オ フ ィス で 実 際 に 使 わ れ て い る もの もあ

り ます 。 この結 果,ア メ リカ で も,1986年 く らい

ま で に は コ ン ピ ュー タ が作 りだ す紙 が減 り,マ イ

ク ロ フ ィル ム が もっ と使 わ れ る よ うに な る で し ょ

う。 ア メ リカ では,1981年 に400億 ペ ー ジ の紙 が

コ ン ピ ュー タ に よっ て作 りだ され て い ます 。 これ

ま で メ ー カ ーは,書 類 を よ り迅 速 に 作 る技 術 を 開

発 して きたわ け です が,シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ ー は,

必 要 以上 に よ り多 くの紙 の枚 数 をつ く り出 さなけ

れ ば な らない とい う1つ の ワナ に 落 ち込 んで い る

わ け です 。 これ か ら10年 ぐ らい で,新 しい テ ク ノ

ロジ ーが 開 発 され,紙 の量 は 減 る と思 い ます 。

各 種 の会 議 も,現 在 の25%ぐ らい に な るで し ょ

う。 現 在 の会 議 は,時 間 的 に も書類 づ く りの た め

に も非 常 に 非 効 率 的 で す 。 電話 な り,電 子郵 便 を

活 用 す る こ とで,反 復 的 か つ 冗 長 な 仕事 は,か な

り削 減 で き ます 。 報 告 書 類 も,1つ の レポ ー5を

1つ の デ ー タベ ース に 入 れ て一 般 の人 々 に提 供 で
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きるようにすれば,分 析的なプロセスがもっと効

率良く,た くさんの人々によって共有できます。

事務的な仕事とか,ダ イビングの分野に関 して

は,余 り大 した差はあ りません。これは政府統計

ですが,1978年 には330億 ドルをダイビングのた

めに使い,ま た,660億 ドルぐらいをそれを処理

するために使っています。ですから,今 日存在す

る書類のジャングルをなくす ことが,効 率を良く

するために貢献 します。これには,音 声処理のシ

ステムとか電気的なデータ処理装置を使えばいい

わけです。

また,意 思決定する際に一番支援できるような

システムを,管 理及び業務の分野に関してやるべ

きだと思います。ソフトウェアを開発するとい う

意味では,技 術的な開発ではなく,社 内的,ま た

外部的なデータベースを活用するようにすればい

いのです。そ して管理者が効率よく意思決定でき

れば,所 要時間の短縮ができ,意 思決定にかかわ

る人間の数を減らすことができます。こうして何

年か後には,あ る人が今 している5～10倍 の意思

決定が容易にできるようになるで しょう。すなわ

ち,こ のような意思決定にかかわるような,経済の

ための管理者が組織の中に要らなくなるのです。

意思決定を援助するコンピュータ ・システムは

いずれは人工頭脳システムに移行し,多 くの場合

コンピュータが意思決定をして指示するようにな

るでしょう。これはただ単にデータベースだけで

はなく,い ろいろな種類のものをモデ リングする

とか,テ レコミュニケーションを通 じてこれらを

教えるとい うようなことで役立つと思います。

高 く な る テ レ コ ミ ェ ニ ケ ー シ ョ ン 、・コ ス ト

これ か ら数 年 の間 に,テ レコ ミュ ニ ケ ー シ ョン

の コス トは エ ン ド ・ユ ーザ ーに と って 高 くな って

く る と思 い ます 。AT&Tが 分 離 され る こ とに よ

って も コス トが上 が って き ます し,何 千億 ドル と

い う機 器 材 が オ ブス ト リー トに な って い る の を,

ライ ト ・オ フ しな けれ ば な らな い の も コス トが 上

、



、-
ー
↑
ー
‖

止

41

が る要 因 です 。 また,電 話 の コ ミュ ニケ ー シ ョン

・シ ス テ ム,こ れ は オ ンラ イ ン ・ア クテ ィ ビテ ィ

に必 要 です が,こ の コス トが1年 に40%ぐ らい の

勢 い で 上 が って い ます 。 コ ン ピ ュー タに 関す る コ

ミュ ニケ ー シ ョン ・コス トの 部 分 が,コ ン ピ ュー

タの 機 材 の コス トよ りも早 く伸 び て い ます 。

また,新 しい コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの応 用 が す で

に デ ー タベ ー ス とい う形 で,製 品 に つ い て 起 って

い ます 。 まず 製 造 業 と小 売 業 の間 に デ ー タベ ース

の 共 用 が 起 っ て い ます し,さ らに小 売 と銀 行 の間

で イ ン ター フ ェー ス が大 き く広 が っ て くる で し ょ

う。 た とえ ば,小 売業 者 が銀 行 業 の会 社 に な った

り,7000台 もキ ャ ッシ ュ ・マ シ ンを使 って い こ う

とい う企 業 も出 て きて い ます 。 この よ うに,コ ン

ピュ ー タ の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン とい うもの が 出 て

きた た め に産 業 自体 の構 造 が 変 わ って きて い る の

で す 。

さ らに,ま す ます この コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・サ

ー ビスが 拡 大 して くるで し ょ う。 特 に,ワ ー ドプ

ロセ ッサ とか タ ー ミナル,パ ー ソナル ・コ ン ピ ュ

ー タの 間 で の イ ンタ ー フ ェー スが 増 え て くる と思

い ます 。 この イ ン歩 一 フ ェー シ ィング を,違 った

タ ー ミナル の間 で 行 うこ とが 多 くの 会社 で 問題 に

な って お り,現 在 言 語 障 害 に 陥 って い ます 。 旧 約

聖 書 の 中に バペ ル の塔 とい うのが 出て き ます が,

各 界 の人 々 が違 う言 葉 を使 っ て い る の で,意 志 の

疎 通 が 行 な われ ませ ん 。 この よ うな こ とが企 業 の

中 で 起 こ って い ます 。

CAD/CAMは20倍 に

先程言った ようにオフィスの中では,コ ンピュ

ータの助けを借 りた,テ レビ会議,ビ デオ会議が

でてきています。 しか し,果 た してビデオ会議は

どれだけ役立つのでしょうか。私は面 と向って話

をしたい男ですから,顔 を見なければだめか も知

れません。ところが,私 の子供がオフィスで仕事

をするようになったら,顔 を見ないでもいい と言

うかも知れませんね。

い纏
、儲

さ て,今 度 い ろ い ろ な産 業,特 に オ フ ィス に対

す る コ ン ピ ュー タ の影 響 に つ い て考 え て み ま し ょ

う。

す でに 製 造 関 係 は 相 当 自動 化 され て い ます 。 こ

の オ ー トメ化 は,コ ン ピュ ー タ ・エ イ デ ッ ド ・エ

ン ジ ニ ア リン グ及 び マ ニ ュ フ ァ クチ ュア リン グで

行 な われ て き ま した。 デザ イ ン部 と生 産 部 は 相 当

オ ー トメ化 され て い ます の で,今 度 は管 理 部 と こ

れ を 結 び つ け な け れ ば な りませ ん 。

CAM分 野 では,ロ ボ ッ トが これ か ら伸 び て く

るで し ょ うか ら,特 に 原 料 取 り扱 い 分 野 の よ うな

重 い 物 を 運 ぶ とか 危 険 な分 野 に コ ン ピ ュ ー タが 重

要 に な っ て くる と思い ます 。CAD/CAMは,

1880年 ～1990年 の10年 の 間 に世 界 中 で売 られ る よ

うに な って くる で し ょ う。現 在,経 済 が下 向 き で

す か ら,資 本 材 に つ い て は 余 り思 わ しくあ りませ

ん が,CAD/CAMは シス テ ム とか ア プ リケ ー

シ ョンが20倍 く らい の勢 い で ふ えて くる と思 い ま

す 。

ス トレ ッチ ・ア ウ トが 起 こる

次には労働者に対する影響ですが,製 造面にお

いては現在の40%ぐ らいの労働者は要 らなくなる

だろうと見ています。工場の中で50%く らいの労

働者は,ロ ボットの番人になるだろうと言 う人 も

います。溶接工,組 立工,機 械工,塗 装工とい う

ものは,ロ ボットに置きかえられるで しょう。

ところが,こ のようなロボットは初めの段階で

は,半 熟練工でなく非熟練工にとってかわるとい

う現状をしっか り押えておく必要があります。コ

ンピュータとか コミュニケーションのデバイスや

システムは,半 熟練や低級の熟練労働者にかわる

ものであって,非 熟練工にかわるものではないの

です。世界には,非熟練労働の安い国があるのでコ

ス トの点から見れば,オ ー トメ化を図る時には労

働費の高いところでやらなければだめなのです。

つまり,将 来企業の中で上 と下で社会のス トレ

ッチ ・アウ トが起こるとい うことです。一番下の



非 熟 練 工 は ロボ ッ トに 置 きか え る よ りは,そ の ま

ま使 った 方 が 安 い の で す 。 しか し,上 の 方 に い る

高 い 金 を 取 るマ ネ ー ジ ャ ー達 は,な か な か 機 械 に

置 き換 え る こ とは で き ませ ん 。 現 在,イ ギ リス が

他 の 国 よ り20年 ぐ らい 遅 れ て きて い るの は,す で

に こ うい った こ とが 行 な わ れ て お り,組 織 的 ・構

造 的 に 動 きが 非 常 に む ず か し くな って い るか らな

の で す 。

プ ロセ ス ・コン トロ ール の産 業 に お い て も,す

で に 相 当 自動 化 で 進 ん で い ます 。 こ の プ ロセ ス ・

コ ン トロ ール とい うの は,非 常 に 資 本 集 約 的 な 産

業 で す か ら,コ ン ピュ ー タ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

・テ ク ニ ックが 入 って きて これ か ら10年 間,人 の

手 に 換 わ る こ とは で きな い で し ょ う。

将 来,い ろ い ろな 大 きな 変 革 が 起 こ り,業 種 の

区 別 とい うも のは な くな って くるで し ょ う。 医 療

に お い て も大 きな 変 化 が 起 こ って きて い ます 。 医

療 は 仁 術 か 算 術 か わ か りませ ん が,こ の診 療 シス

テ ム とい うも のは コン ピュ ー タを 使 うこ とに よ っ

て,非 常 に 能 率 が 上 が って くる と思 い ます 。 ウ ォ

ール ・ス トリー ト ・ジ ャ ー ナル が 取 り上 げ た,マ

サ チ ュ ーセ ッツの 病 院 の例 で は コン ピュ ー タ ・シ

ス テ ムが い い 成 績 を 残 して お ります 。 コ ン ピ ュ ー

タに よ る診 察 とい うこ とが,も う現 実 の 問 題 に な

って きて い る ので す 。

法律 ドキ ェメ ン トの コ ンピ ュー タ化

また,法 律 の分 野 で もそ うで す 。 税 金 の申 告 を

した い とい う法 律 的 な ドキ ュ メ ン トとい うのが 非

常 に や や こ し くな って い ます が,こ れ も コ ン ピュ

ー タを 使 って で き る よ うに な って きて い ます 。 将

来 は,裁 判 に か け な くて も コ ン ピュ ータ が 判 決 を

下 して くれ るか も しれ ませ ん 。 コ ン ピ ュ ータ に は

感 情 が な い ので 公 正 な 判 決 を 下 して くれ るで し ょ

う。しか し情 状酌 量 とい うこ とは して くれ ませ ん。

さ て,こ の よ うな 変 革 は ど うい う意 味合 い を 持

つ の で し ょ うか 。

まず,コ ス ト面 で 影 響 を 受 け ます 。 コ ン ビ ュ ー
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タは最初,人 間よりも高いとい うことだったので

すが,将 来は どんどんコス トがダウンしてい くで

しょう。そ して,も っと高度なものが安 くできる

ようになると思います。

雇用の面でもいろいろな問題がでてきます。

今後10年 間にアメリカにおいて,20%ぐ らいま

で構造的テクノロジカルな重複 とい うものが起こ

るだろうと言 う人 もい ます。すなわち,恒 久的失

業一 これがテクノロジーのアプ リケーションに よ

ってもた らされるとい うことです。

政府は雇用に絡んでどのような対策を取るので

しょうか。アメリカでは今日,ト ランスファー ・

ペイメント,す なわち福祉関係の支払いが一番大

きいのですが,英 国などの場合,政 府の支払いの

多くは単に福祉関係だけでなく,老 化 した施設を

維持するためにも使われているのです。政府の使

命が,新 しい有用な生産性の高い雇用 口をつ くる

とい うことではなく,古 いものを維持することだ

けで果 していいのでしょうか。

オース トラ リアでは,幾 つかのシナ リオをつ く

って研究をしました。

まず1つ めは,1990年 までに完全な自動化が行

なわれるとして,全 部新 しい技術を使い1週 間に

40時 間働 くとすると,1人 当りのGNPが39万 シ

リングになるとい うことです。円に直す とどのく

らいになるのかわかりませんが,1人 当 りの賃金

は高 くな ります。 しか し,失 業率も高くなってし

まいます。もう1つ は,機 械化は全部やるげれ ど

も,労 働時間を週35時 間に減らすとい うシナ リオ

です。す ると,1人 当 りのGNPは 減 り,人 当 り

の賃金の レベルも下が りますが,失 業は2%し か

出ません。`

第3番 目のシナ リオは,週40時 間働 く,そ して

1980年 代の自動化 しか しない一すなわちこれ以上

自動化は進めない とい うものです。そ うすると,

1人 当 りのGNDは 少 し増え,賃 金 も前 よりも高

くなります。 しか し失業は7%で るとい うことで

す。

、
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[ヨ止 唖 ヒ±コ
'82情 報化 月間 ハイ ライ ト

全国各地で200行 事開催

情 報 化 月 間 記 念 式 典

(10月1日,東 京 ホ テル ・二=-t、 一 夕 ニ)

安部通産大臣の祝辞

鞠57輪

情報化用聞記念式典

挨拶する北野情報化月間推進会議議長

ぎ

W

ジ

ボ を

情報化貢献個人等の表彰

鯵海櫓
争

〃
・ 儀

ノ

L,..
ぎ

小渕衆議院議員の祝辞

'82情 報 化 月 間 は
,10月1日 か ら31日 ま て,全 国

各地 で お よ そ200行 事 が 開 催 され た 。 今 回 は これ

ま で の こ週 間.か ら こ月間.へ と名 称 も変 わ り,

一 段 とス ケ ー ル ・ア ップ され た 行 事 が 目立 ち こ第

二 次 情 報 化 時 代.の 幕 開 け を 浮 彫 りに した。

1カ 月間 に わた る今 年 の情 報 化 月間 行 事 の ハ イ

ラ イ トを … …。

'82生活 と情 報化 展

(9月30日 ～10月5日,東 京西武 百貨店 渋谷店)

喜ひの受賞者
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札 幌 ・'82生活 と情 報 化 展(10月8日 ～11日,道 立産業共進会館)
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京 都 ・'82生 活 と情 報 化 展

(10月28日 ～11月1日,高 島屋京都店)

大 分 ・'82生活 と情 報 化 展

(9月30日 ～10月4日,大 分県立総 合体育館)
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データ通信 の第二次 自由化

郵政省電気通信政策局長

小 山 森 也

データ通信利用の充実を図るための回線利用の

自由化が去る10月23日 から実施 された。本年7月

23目に公布された改正公衆電気通信法(以 下 「公

衆法」 とい う)と これを補足する郵政省令の施行

によるものである。

時期 も時期であ り,こ の自由化施策を中心にデ・

一タ通信政策の一端を御紹介したいと思 う。

ロー ロー □

こ れ ま で の 回 線 利 用 制 度

ロ一 口一 口

デ一夕通信回線利用について,.初 めて法的措置 .

が行われたのは,昭 和46年 の公衆法改正によoて

である。それまでの専用回線によるデ」タ通信で

は共同使用や他人使用について,厳 しく制限 され

ていたほか,電 信 ・電話回線の利用は認められて

いなかった。本改正に より醐 線については 「特

定通信回線」 として利用制限を緩和するとともに

また電信 ・電話回線については,「公衆通信回線」

としてその溜用を認めることとしたもめである。

ロー ロー □

今 回 の 自 由 化 施 策

ロー ロー □

しかし,そ の後10余 年を経過する中,電 気通信

技術,エ レクトロニクス技術の進歩に伴いデータ

通信の高度化,多 様化が進み,現 行制度下では,

こうした流れに十分対応できないとして,回 線利

用の一層の自由化を求める声が,産 業界,経 済界

から出されるようになった。郵政省は,こ のよう

な要望を踏まえ,ま た,郵 政大臣の私的懇談会で

ある電気通信政策懇談会の提言(56年8月)等 を

受けて,デ ータ通信回線の利用制度を見直 し,デ

ータ処理のためであれば自由な回線利用を認める

ことにした。

これは,公 衆法改正案とい う形でまとまり,い

.わゆる許認可一括整理法の一部として成立,こ れ

を補足する郵政省令とともに10月23日 施行された

わけである。

整備の概要}ま「別表」のとお りであるが・その

L _ 梨敬
(

、
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主要な点は,従 来,コ ンピュータを単体ごとにと

らえていたデータ通信をシステム全体としてとら

え,デ ータ処理を行わないもの,他 人の通信を媒

介するものを除き,自 由なシステム構成ができる

ようにするものである。 このことにより,デ ータ

通信の利用や民間企業によるデータ通信サービス

の一層の活性化,多 様化が期待 されるところであ

る。

ロー 口 口

も う 一 つ の 自 由 化 施 策

口 ロー[コ

昨年来の自由化施策には,も う一つ大きな課題

が含まれていた。それは,他人の通信の媒介を行 う

業務の分野に,電 気通信史100年 の歴史の中で初

めて民間企業の参入を認めようとするものであっ

た。広義の通信サービスを大別すると,電 信電話

のように他人の通信を媒介する業 務(い わ ゆる

「通信サービス」)と 情報に対 して計算,検 索等

のデータ処理を行 うもの(い わゆる 「データ通信

サービス」)と に二分 される。 「データ通信サー

ビス」の充実のための回線利用制度の自由化につ

いては,先 に述べたが,こ れ とともに 「通信サー

ビス」の分野に民間企業の参入を認め,そ の活力

によりサービスの多様化,高 度化に対応 しようと

企図 していたわけである。

具体的には,電 信 ・電話等の日常生活に不可欠

で,あ まね く公平に提供すべき基本的通信サービ

ス以外のいわゆる付加価値通信 サ ー ビス(VA

N,電 子メール等)に ついて民間企業の参入を認

めることとし,そ のための 「付加価値データ伝送

別表 データ通信回線利用制度整備の概要
、

運 べ 型 」 規 制 項 目 現 行 制 度 と 改 正 内 容1対 処 方 法
1

共 同 使 用

範 囲
製造業者 と販売業者間等1つ の関係に限 り認め ていた制限
列挙方式を廃 止 し,業 務上 必要な者 の間であればすべて 自
由に回線利用 ができる ように改める。

省令第4条 の13改 正

使 用 態 様

メッセー ジ交 換が禁 止 されていたが,中 途 コンピュー タでの
メ ッセージ交換 やデータ処 理を作 り端末間通用等デ ータ

処 理のためで あれ ば 自由な回線利用ができ るよ う に 改 め
る。 さ らに業務上緊密 な関 係の存 する者 の間においては,
専用電話的利用を も可能 とす る。

同 上

個 別 認 可 ⇒ 上記の結果,個 別認 帥 ま種 となるので配 する。 法第55条の11改正

公衆通信回線使
用契約に係る共
同使用

制限 を廃止す る。 これ に伴 い,公 衆通信 回線使用契約 に準
用 され る通話等 の停止等 に関す る規定を改正す る。

法弟55条 の18改 正
省令第4条 の18削 除
省令第4条 改正

他 人 使 用

使 用 態 様

原則 と して 「行 って帰 って来い」だけ しか認め られていな
か った ものを,中 途 コンピュータで のメ ッセー ジ交換やデ
ー タ処理を伴 う端末間通信等デ ータ処理のためであれば 自

寅 な回線秘 蹴 呈 きるよ うに改亘 る。.._.__...

他人使用基準の改正

・

..・

さらに,中 小企業者のために,基 本的公衆電気通信以外亘
つ いて,一 荷の条件の下に他人の通信の媒 介を行 うことを

暫定的 に認 める。

.・ ・,

暫定省令の制定
■

コ ン ピュ ー タ 間

接 続

コンピュータと コンピュータ との接続 が認 められ ていなか

った ものを,一 定 の条件 のも とに認 め,コ ンピュータ相互
の結合に よ り多種多様な データ通信がで きるよ うにす る。

法弟55条 の13の2
新設

相 互 接 続

個 別 認 可 制
個別認可で しか認 められ てい なか ったデータ処理 のための公特

の接続を 自由 とす る。
法弟55条 の15,16改
正'
省令第4条 の16改 正

公一特一公の接続
禁 められていなか・たものを醜 可のもとに可能・1同 上

私設線,異 名義
回線等の接続 従来認 め られ ていなか ・た もの珂 能 とする・1省 令第 ・条の16改 正

そ の 他
PBX,集 団電話
とコンピュータ と
の接続

同 上 省令第18条 の2改 正

(注)「 法 」:公 衆電気通信法,「 省令」:公 衆電気通信 法施行規則,「 暫定省 令」:公 衆電気通 信法第55条 の14第2項

の場合等 も定 める臨時暫定措置 に関す る省令
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業務に関する法律案」を作成,準 備 していたもの

である。この法律案は,政 府部内での意見調整が

つかず,結 局,継 続検討することとな っ た もの

の,特 に中小企業に対する同通信サービスの提供

について,一 定の条件の下で可能 とすべきである

とする田中自民党政調会長裁定,橋 本同行財政調

査会長裁定が出され,公 衆法に基づく臨時暫定措

置のための省令により認めることとなった。これ

も10月23日 か ら施行 されたが,裁 定に云 う,業 務

上緊密な関係を有する中小企業間の通信サービス

に限定せず,日 本の企業構造,実 際の通信需要に

合わせ,主 として中小企業のためのも の で あ っ

て,メ ーカーと販売店,卸 売業者 と小売業者の間

のように,特 定のグループ内の通信であれば可能

なよう措置 している。

その点,本 当の意味での中小企業のための付加

価値通信業を認める制度 となったと考える。 しか

し,い ずれにしてもこれは暫定的措置であり,本

格的制度づ くりはこれからとなるわけであるが,

できるだけ早期にこのための制度づ くりを行いた

いと考えている。

ロー ロー □

お わ り に

ロ一 口一 口

デ一夕通信は,電 気通信技術,エ レクトロニク

ス技術の進歩と相まって日進月歩の状況にある。

今回の自由化施策は,こ れを促進 し,安 定成長下

における企業活動の省力化,効 率化のため一層の

お役に立つものと期待して,今 回の一連の施策に

ついての御紹介を終えたい。

一(玉藍亟 ⊃

1綱 海外データベース ・ダ イレク トリー

企業戦略,研 究開発な どの情報源 として,海 外 のデ

ータベース利用 が拡が っているが ,具 体的に,ど こに

どの ようなデータベースが あ り,ど のよ うな方法で ア

クセスするのか とい うこ とは,あ ま り知 られ ていない。

この ような利用者の声に応 えて、国際電 信電話㈱で

は,こ のほ ど海外データベース利用の手引 き と し て

ttDirectoryofOverseasDatabases";海 外データベ

ース ・ダイ レク トリー-1982を発行 した。

本書ではア メ リカ,ヨ ー ロ ッパを中心 とした海外の

デー タベースか ら,わ が国か らア クセスする場 合を考

慮 して約300件 を選 び出 し,第1部 で提供情報の内容,

提供機関,利 用条件 等を名称別に,ま た第 五部では事

項別 のデータベ ースをベ ンダー別に収録 してい る。

発行所は㈱KDDエ ンジニア リング ・ア ン ド・コン

サル テ ィング(〒160東 京都新宿区西新宿2-3-2

KDDビ ル 内 電話(03)347--7993・7858)で 頒布価格

は3,000円 となっている。

[鉋5徽 電溺舶蜥

郵政省は,こ のほ ど昭和57年 度電波通信由書(通 信に,、

関す る現状報告)を 発行 した。 このなかで と くに デー

タ通信 関係の記述の あらま しは以下 のとお りであ る。

〈56年 度 の動向〉

●データ通信利用制度 の改定(デ ータ通信 の第二次 自

由化)や 国際公衆 データ伝送サ ー ビスの開始 された

く諸外国 の動 向〉

●規制緩和を 目的 とす る米 国の通信法改正案はAT&

Tの 反対等で 当面,成 立 の見込み は薄 くな った。

●米国司法省 とAT&T反 トラス ト訴訟が和解 し,A

T&Tの 高度通信サ ー ビス参入 の道が開かれた。

●英国郵電公社 の分離 と端末機器 の 自由化が進め られ

ているほか,民 間企業 のVANサt-'ビ ス参入が免許

制 に より可能 とな った。

〈 通信サー ビスの高度化 ・多様化〉

●国内 ・国際 システ ムとも高度化 ・多様化 し量的 にも

著 しく増加 してい る。

米,英,仏,西 独な どで公衆バケ ット交換 網な ど多様

な データ通信サ ー ビスが実用化 または計画 され ている

く課題 と展望〉

①新 しい通信サ ー ビスの展開に当 って制度 の在 り方,

②技術開発 の推進,③ 情報化社会のぜい弱性へ の対応

④国際社会へ の対応 が必要である。

六,麟 ・・汲鮎 鄭 全国の鰍 駁赫 及び書店で販売

運 ト・る6一

蓋

1㌫潮 齢k:t 感熱蕪
、ζ

鮫X堺・結言'ざδ
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囲

ホ ー ム オ ー ト メ ー シ ョ ン で

家庭 は どう変 わ る?

放送キャスター

木 元 教 子
('82生活と情報化展企画委員)

〇一 〇一 〇

掃 除 ロボ ッ トもよ いけれ ど

〇一 〇一 〇

産業 ロボットでは 日本は世界の トップを走って

いるとい う。この技術を応用 して,い まや盲導犬

ロボ ットや介護ロボ ットなど,い わゆる福祉機器

としての利用にも期待がかけられは じめた。

このような高度な機能を持つ ロボットが開発さ

れている一方で一般向けとい うか家庭用のロボッ

トも,い くつか考えられているらしい。

このあいだ 「掃除ロボ ット」の試作品とい うの

を見る機会があったが,残 念なことに,こ れは床

の掃除しかやってくれない ものだった。

確かにスイッチ ・ボンで自動的に床を掃除 して

くれるのは嬉 しいけれど,そ の程度なら私達が片

手間にできる。どうせなら主婦が,ふ だん手のと

どかない天井や壁などをやってくれるものが欲 し

いと思った。

おそらく,こ れを作った人達(た ぶん男性なの

だろうが)は,い まの電気掃除機のイメージから

考え出 したものだと思 うけれ ど,家 庭の主婦であ

る私としては,掃 除 という仕事のほんの一部 しか

やってくれないこのロボットに,い ささか物足 り

なさを感じたのである。

これなど主婦のニーズとメーカーの発想 とにギ

ャップのあるよい例のような気がする。

やがて家庭の中に入 り込んで くるであろう家庭

用のロボットー家事 ロボ ットも,一 見便利そ うに

見えても,い ざ実際に使ってみると,そ れほどで

もなくておクラ入 り一などというようなことがな

いように してもらいたいものだ。また使 う側の主

婦に してもそれが本当に便利なものか,ど うかを

見極める目を持つ賢さが要 るだろ う。

〇一 〇一 〇

家 事 の ホ ビ ー 化

〇一 〇一二〇

家事がボタンーつで片づ く,家 計やスケジュ〔

ルの管理もすべてやってくれる一とい うホーム・

オー トメーションが実現 したとき主婦が一 日中,

暇をもてあまして,す ることがない,ど いったこ

とにでもなったら,主 婦の仕事(役 割)と はいっ

たいなんだろ うと,そ の存在価値さえ問われかね

ない。

これまで家事は,細 々して面倒なもの一,な る

ぺく機械に替ってやってもらい,家 事労働から主

婦を解放してやろ う,と い うのが,家 庭電化の目 」
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的であったと思 う。しかし,ホ ーム・オー トメー

ションの時代ともなれば,そ のような家庭電化の

考え方の延長ではすまされなくな りそ うだ。

けれ ど,よ く考えてみれば,家 事労働の中心で

ある料理や洗濯 ・掃除に しても,決 して単 純 な

「作業」ではなく結構,キ メ細かな心くば りが必

要だ。

こうした 「心 くば り」は,人 により,ま た家族

構成や環境によって,微 妙に異なるものだか ら,

そこに各主婦の個性や,創 造性を発揮する余地が

あるのではないか,と い うのも意味のあることの

ように思われる。

料理や洗濯 ・掃除などが得意で楽しいと感じて

いる主婦も少なくはないのだから,そ うした得意

な家事をより個性的に楽 しんでできるようなホー

ム ・オー トメーションであってほしい。

いわば家事のホビー化である。そして,さ らに

その輪を拡げて専門化 した り,自 分な りの趣味や

教養に振 り向ける一,こ のように考えればホーム・

オートメーションは決 して家事の手抜きのためな

どではなく主婦が自分の役割をみつめ直 し,そ こ

か ら新 しい自分の生き方を見つけ出す格好の機会

だ ともいえる。

〇一 〇一 〇

在 宅 勤 務

〇一 〇一 〇

ホーム ・オー トメーションと並んで,近 ごろよ

くいわれているオフ ィス ・ルー トメーション,そ

の発展 した形と考えられている 「在宅勤務」も家

庭の主婦にとって大きな影響があ りそ うだ。

私の友人が 「子供達が大きくなって手がかか ら

なくなったので外に出て働こうと思ったのに,こ

れをらは在宅勤務だなんてやっぱ り家にいなくち

己蕊鍵
を∨

磯 、二心 ∴、

やならないのか しら」と嘆いていたが,あ ながち

笑話 ともいえなくなってきたようだ。

昔から 「亭主は達者で留守がよい」といわれて

いたのに,亭 主は在宅勤務とな り,仕 事が家の中

に持ち込まれた うえ,夫 婦が毎日朝から晩まで顔

をつき合わさなければならないとなれば,新 たな

家庭紛争の火種 ともなりかねない。

エ レクトロニクスの発展がもた らす情報化社会

のインパ クトが,こ うして家庭の中にも押 し寄せ

てくることを考えると,夫 と妻,そ して家庭の役

割 とはなにか,と い うことが,こ れか ら改めて問

い直 され ることにな りそ うだ。
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その一つは家族のみんながクリエティブな生活

を営む場としての家庭である。

夫婦に子供,そ してお年寄 りも含めて,家 族の

みんなが,そ れぞれ生きがいを持って暮らしてい

ける核としての家庭である。

家族のめいめいが工夫し,智 恵を出 し合 っ て

「ゆとり」を生み出し,そ のゆとりをさらにクリ

エティブな生活に結びつけて行く。そうい う姿こ

そ情報化時代の家庭にふさわしい。

このような家庭環境の中では,子 供達は幼い う

ちか らクリエティブな生き方を積み重ねて行くだ

ろ うし,そ うした彼らがやがて社会人となり,家

庭を持った ときには,い ろいな場面で創造性が発

揮できることだろう。そこにすでに到来 しっっあ

る高齢化社会における生き方 と,情 報化社会にお

ける生き方 との調和を見い出すことができる,と

はいえないだろ うか。
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昭和57年 度情報化月間表彰者

1情 報化促進貢献個人(50音 順)

柏 木 輝 彦(63)・ 財団法人キャプテンシステム開発研究所理事長

各種講演,著 作等の活動を通 じて国民の情報北に対する関心を高めるとともに
,㊥ キ ャプテンシステム

鷺 鷺 職 歴 報 としてキ・プテンシステ・の開戦 熾 す・姥 我が国情報化の推進
唐 津 一(63)・ 松下通信工業株式会社常務取締役

講 欝;謙 難1講 ㌶ 聾騰 騰 をき‡き
瓢 縫 鱗 劉 こ義嬬 ㌶ 黍鶴 翼綴 妻欝 ともに・各種委員会委員として標

桑 江 和 夫(64)・ 株式会社日本 ビジネスコンサルタン ト代表取締役

昭和53年 から4鞠 にわた りan日本繍 センタ脇 会会長として我が国情報鯉 産業の発展に尽力する

中書 こ灘 ご灘繋 嚢㌫4離 塁㌶ 嘲 こ多大な酬 を・た・
昭和52年 より幽 日本データプロセシング協会会長として電子計算機ユーザの情報化の促進に指導的役割

露 墓㌫ ㍊ 豊漂 白とした国際協力の繊 び練 網 の繊 通・た繍 イヒの普
永 妻 寿(55)・ システム開発株式会社代表取締役社長

我が国情報処理産業の草創期においてソフトウェア産業の基盤の確立に尽力するとともに
,㈲ ソフトウ

ぽ 葉張醐 会の設立発起人として参画し・以来役員と・て… ウ・ア産業の鏑 ・多大な貢献を
萩 原 宏(57)・ 京都大学工学部教授

昭和30年代前半よ蛾 が国舗 処理技術の研究醗 に尽力するとともに,情 報処理学会等の学会活動及

ξ講 歴 いて情報化に関する知識灘 の甑 に努め・姑 我が国情報処理技術の向上に多大
牧 川 禎 二(65)・ 富士通株式会社取締役副社長

宮醤;鱗 灘 紫 雲鷲 難 羅 灘 灘 ‡ζ酋
情報工学腸 の研究に尽力し 繍 理論の構築 ・発展及び麟 通信システ・等に関する知識の甑 に努

めるとともに,電 気通信技術者の育成に多大な貢献をした。
2情 報化促進貢献企業等(50音 順)

伊勢商工会議所(会 頭 吉田正路)、

昭和52年 に⇔ ピ・一夕婿 入 し・小規模企業の期 利服 び中小諜 者向けの情報収集 .提 供を行 う

ぽ 謙 警麹 纏 鑑 ㌫ 芒繋 業向け糊 期 利用システ・の開発を行うな
株式会社オーシャンルーツ(取 締役社長 石橋博良)

株式翼雛i禦1鷺i睡 灘 確 認 雛 ㌘c及び港湾天
コンピュータシステムの稼動効率最適化のためのシステム測定 ・分析技術等高度な技術を開発するとと

㌫ 繁 麟 轡 ・技術セミナーの開催等を通じて最新技術の普及に尽力・・我・・国情報化の促
株式会社三重電子計算センター(代 表取締役社長 小柴文一)

地方自治体における徴税業務,健康保険関係業務等の合理化を推進 し
,行政の合理化及び行政サービスの

国立鱗 ㌶ 還 も霧麟 理サービス業電子噸 システム繊 策の促進に多大な貢献を・た・
各国の民族文化等入文科学関係資料のデータベース化・標本写真,音 声テープ等あらゆる媒体の情報処理を可能

とするシステムの開発等を行い・人文科学研究分野における情報イヒを促進するとともに
,。 ン
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ピュータシステムを駆使 した展示等を行 うことにより情報化の普及,啓 蒙に多大な貢献を した。

財団法人富山県総合健康増進事業団(理 事長 中沖 豊)

健康診断か ら生活指導,健 康教育までの一環 したデータの一元的管理,住 民へのフィー ドバ ック等の情

報処理システムを確立 し,住民の疾病予防及び健康づくりを促進し県民生活の向上に多大な貢献をした。

社団法人共同通信社(社 長 渡辺孟次)

自社及び全国加盟各社の紙面製作工程を直結するニュース集配信データ通信システムの構築,光 ファイ
バーによる超高速データハイウェイの導入等を行 うことにより,ニ ュース報道の迅速性,経 済性の向上

を図るなど報道関係における情報化の促進に多大な貢献をした。

社団法人全国自動車無線連合会(会 長 川鍋秋蔵)

利用者からの配車依頼に際 し自動的に車の位置を把握 し最寄 り車を配車するAVMシ ステムの普及を促

進することにより運輸業における情報情報化の促進に多大な貢献を した。
那須重治)灘神戸生活協同組合(組 合長理事

商品補充発生注システム,配 送センタシステム,組 合員システム,等 各種情報処理システムを開発 し導

入することにより,組 合員の急増による取引量の増大に対処するとともに商品供給の効率化を実現する

など,組 合員サービスの向上及び組合員の生活の向上に多大な貢献をした。

3優 秀情報処理システム(50音 順)

岩手県行政オンラインシステム(株 式会社岩手電子計算センター)

県庁内及び各出先機関に配置 した端末機のインテリジェン ト機能を活用 し,多 種多様な業務のコンピュ
ータ処理を可能にしたことにより,行 政サービスの向上及び行政の合理化に資するとともに地方行政に

おける情報化の促進に寄与 した。

公営交通バスロケーションシステム(秋 田市交通局)
パス停留所,公 共の場所等にバスの運行位置を表示するバスロケーションシステムを構築 したことによ

り,バ ス利用者への運行情報等の正確かつ迅速な提供が可能 となり,住 民サービスの向上に寄与 した。

新交通システム(中 量軌道輸送システム)(大 阪市交通局神戸新交通株式会社)

鉄道 とバスの中間的機能を持つ新交通システムとして指向 し,プ ラットホームドア,車 両運行状況等を

モニタできる集中管理システムにより安全輸送を確保 したことなどにより,交 通システムの技術の向上

及び交通輸送の高度化に寄与した。

拓銀ホッ トスタンバイシステム(株 式会社北海道拓殖銀行)

銀行オンラインシステムにおけるシステム障害発生の自動検知及び自動切替を行 うシステムを開発した
ことにより,障 害復旧時間を大幅に短縮 し利用者の信頼性を保持するとともに,コ ンピュータ障害対策

技術の向上に寄与 した。

ダム等総合工事積算自動化システム(WRDIS皿)(水 資源開発公団)

ダム等総合工事積算関係データをデー・タペースシステム化するととも1こ,本社 ・支社間の端末機 と大型
コンピュータとをオンライン化 して処理することにより,各 地点のダム等総合工事積算業務の大幅な省

力化を実現 し,業 務の合理化に寄与した。

地震データ自動処理システム(東 京大学地震研究所)

複数のコンピュータを有機的に結合 し,地 震発生の即時検出か ら震源計算までを自動的に行 う地震総合

解析システムを各国に先がけて開発 した ことにより,地 震予知防災対策を寄与するとともに・先進的研

究分野における情報化の促進に寄与 した。

電子画像製作システム(CANVAS)(日 本放送協会)
コンピュータグラフィックスとカラーテ レビとを結合 したコンピュータ ・アニメーション・システムを

開発 したことにより,放 送番組の内容(映 像効果)の 向上が図られ放送文化の向上に寄与した。

東京証券取引所市場第二部売買取引システム(東 京証券取引所)

各国に先がけ証券売買にコンピュータシステムを導入 し,市 場業務担当者が売買立会場に集合 しないで

売買取引を行 う市場業務の機械化を実現 したことに より,証 券売買業務の合理化及び証券流通市場の振

興に寄与 した。

プログラム構造図作成システム(ハ イアラーキー ドキュメン トライター)

(日立ソフトウ.エアエソジ芦ア リング株式会社)'

プログラム構造を図式表現等の情報密度の高い様式瀕 し・プログラムの透明性を高める技術等高度

な技術を使ったプ・グ秘 構細 微 顕 チ水蜜賦 したことにより・プ砂 ラムの保守作業を軽減す

るとともに,汎 用プログラムとぷ てその流通の促進に寄与した。

雛誉禦 轡 繍 灘=滅 云{とv ,・9湾関係轍 一蹴 管理

竃違』 綴 織編鐘1撫藪L
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むたし与寄に化理合び及化率効の務業
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全 国 高校 生 プ ログ ラ ミ ング ・

コ ンテ ス ト講評

筑波大学教授 西村 敏男
('82情報化月間アドパイリ・グループ委員)

第3回 高校生プログラミング ・コンテス トを終

了 した。工業,商 業,普 通高校等か らそれぞれ40

(27校),36(28校),30(22校),合 計106編
の作品が集 まり,1,2回 目のそれぞれ95 ,102
編に比 し少 しずつ増加 している。応募は自由であ

るが,審 査会に出て くるには学校の推薦が必要で

1校 について2～3編 程度に制限されている。応募作品数
に比 し学校数が多い点 と,作 品内容の質

の良さからみて,そ れぞれの学校内での厳 しい選

考を経てきていると思われる。ただ,わ ずかでは

あるが,推 薦作品の無い地方もあ り,さ らに全国

的な広が り得る努力が必要であろう。1 ,2,3
回 目と回を追 うに従い,ド キュメン ト,プ ログラ
ムの構成などに,少 しずつ向上がみられるのは嬉

しいことである。高校生 といえば,伸 び盛 り,育
ち盛 りの時期であ り,自 分の力の限界の中に生き
るのではな くて,夢 と可能性の中に生きる時代で

あろ う。作品にも,未 知への挑戦の気概を感じさ
せるものも多く,そ れ故に失敗 したものもあった
が,高 校生 らしく,好 ましく感 じた。全体を通 し
て・テーマの種類が豊富になった。だが,例 年の
ことではあるが殆んどが応用であ り,計 算機そのも
ののソフ トウェアを扱ったものが少ないのは

,少 し淋 しい気がしな
いでもない。使用言語はFO

RTRANが25,COBOLが23,BASICが
55,そ の他3で あるが,BASICの かなりが,
マイクロコンピュータを使用 したものであ り,殊
に普通高校等では,30編 中24編 がマイクロコンピ
ュータに よるものであった。

最終審査には,工業,商 業,普通高等校,そ の他の
3グ ループからそれぞれ5編 ずつ計15編 が推薦さ

れ,情 報化月間の優秀作品 としては,つ ぎの6編
がその中から1編 が最優秀作品として選ばれた。(○印は最優秀賞

,番 号は順位 とは関係がない)
○①新入部員 自主学習システムBASICPC8801

千葉県立一宮商業高校 菊池正夫他4名

②進路決定ア ドバイザー

岐阜県立大垣商業高校

③Z-80逆 ア セ ン ブル プ ロ グ ラ ム

埼玉県立熊谷工業高校

④指文字学習 プログラム

愛媛県立松山工業高校

⑤原爆シミュレーションFORTRANIBM3031

PL学 園普通科(定 時制)庄 司美智子他6名

⑥型紙作成プログラムFORTRANH8250

国立都城工業高等専門学校 内田敬三他2名

①は,商 業高校生に対する情報処理検定試験の

過去7回 の全問題を分類別にファイルし,学 習者
の要求(ハ ー ド,ソ フ ト等)に 応 じて,デ ィスプ
レイ上に問題を順次表示する。学習者の解答に対
し,イ エス,ノ ーの返答を出 し,2回 しくじれば

正解を表示するという,CAI的 要素を備えた大

作である。 ドキュメン ト,プ ログラムの構成 とも

なかなかの出来栄えである。②は,求 人企業の情

報,求 人数の増減,就 職試験の業種別学科 目別の

出題傾向,年 度別の就職人数などの資料をファイ
ル しておき,生 徒の就職に対する学習法,自 分が就

職できそ うな企業についての情報を提供するも
のである。③は,Z-80の 機械語命令をアセンブ

ラ命令にして出力するもので,逆 アセンブルとい

う難 しい問題に挑戦 したもので,計 算機のソフト
ウェアを扱ったものである。④は,国 際障害者年

(1981)に動機づけ られたもので,知 りたい指文字
をカタカナで入力するとその指文字が表示 され,
逆に,ラ ンダムに表示 された指文字の表わす文字
をカタカナで入力して正誤を知るもので,指 文字
をマイ コンで学習させようとい うものである。⑥は大阪上空

に1Mt級 の原爆が投下されたとき,
投下地点,高 度,人 口密度,付 近の山の高さ,天
気 風力,季 節などをパラメータとして,そ の被
害状況をXY－ プロッタで出力するものである。⑥は

,バ ス ト,背 丈,袖 丈を入力 して型紙を作成
するものである。こうしたものは実用化されてい
るものであろうが,こ こでは,多 項式,指 数,対数関数

の組合わせにより,19の 関数で局所局所を
近似し,そ の試行錯誤の苦労のあとが出ている興

味ある作品であった。 、

COBOLF230/10

生 田智 美 他3名

COBOLZ-80

新 井正 敏

BASICMZ80C

大 森 正 文
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△ー △ー △

各会 場に 新 た な 熱 気

△ー △ー △

情報化月間は,各地で開催された"生活 と情報化

展"を はじめ過去最大規模となったデータショウ
'82を 中心に華やかに展開され,成 功裏に幕を閉

じたといえよう。この情報化月間の時代的な流れ

のなかに,わ が国の情報化の歴史と共に,あ すの

情報化社会のニーズを正確に読み取ることができ

る。また,情 報化社会の高度化にともない鯖 江

月間の持つ社会的意義はますます重要になろ うと

している。そこで,,わ が国の情報化社会の現状

と問題点を浮き彫 りにすると同時に・今後の情報

化月間のあり方について考えてみることにした。

わが国のコンビ=一 タ保有台数は9万 台を突破

し,ア メリカに次いで世第二位のコンピュータ王

国を誇っている。コンピュータ利用技術において

も.世 界最高水準にあるといっても過 言 で は な

い。コンピュータ ・コン トロールによる高度な一

貫生産システムの構築が・日本製品の国際市場で

φ競争力強化に大きな役割 りを果たしてきた。自

臨 灘 識翫.



動 車 や テ レビな りの家 電製 品,さ らに産 業 の ㌔

メ"と もいわ れ る半 導 体 な どに
,そ の立 派 な て証

拠"を み る こ とが で き るの で あ る。

同 時 に,わ れ わ れ の 生 活 も,エ レク トロ ニ クス

技 術 の恩 恵 を抜 き に して,と うて い 考 え ら れ な

い 。 エ レ ク トロニ クス 技 術 の革 新 が ,コ ン ピュ ー

タを 生 活 の中 に 深 く浸 透 させ てい る。 マイ コンを

搭 載 した,イ ンテ リジ ェ ン ト機 能 を 持 った 家 電製

品 が 相 次 ぎ登 場 して い る。 そ の 分 だ け 生 活 は合 理

化 され,便 利 に な っ た。

ハ ン ド ・ヘ ル ド ・コ ン ピ ュ ー タが ブ ー ムを 巻 ぎ

起 こ して い る。 ひ と昔 前 に は 文 字 通 り夢 の製 品 で

あ っ た ポ ー タ ブ ル ・コ ン ピ ュー タ が実 用 化 され
,

コン ピュ ー タ とわ れ わ れ の距 離 は 大 幅 に 縮 ま
っ

た 。 これ か ら,二,三 年 後 に は 本 格 的 なHA(ホ

ー ム ・オ ー トメ ー シ ョン)時 代 が 幕 を 開 け よ うと

して い る。 そ うす る と コ ン ピ ュー タ は ,ま た 一

歩,わ れ わ れ に 近 づ くこ とに な り,わ れ わ れ の生

活 と コ ン ピ ュ ー タの か か わ り合 い は,一 段 と密 接

に な る 。 日頃,コ ン ピュ ー タ に対 す る 関心 の 薄 か

っ た人 達 が,こ こへ き て急 速 に 関 心 を示 す よ うに

な りは じめ た のは,情 報 化 社 会 が 高 度 化 の道 を 着

実 に 歩 ん で い る と と もに,新 しい ひ とつ のtt節 目"

を迎 え つ つ あ るこ とを物 語 っ て い る。

そ の意 味 で,こ と しか ら情 報 化 週 間 が 月 間 に 悪

化 され た こ とは 意 義 が あ る。 つ ま り,情 報化 社 会

とは 何 か,と い った説 明 とか 解 説,コ ン ピェ 一 夕

を正 しく理 解 して も ら うた め のPRな どを 催 す 時

代 は 終 りを告 げ た。 これ か らは,コ ン ピ ュ ー タ と

人 間 との接 点,社 会 と コ ン ピ ュ ータ企 業 と コ ン ピ

ュ ー タ との 相 互 の 係 り合 い を正 確 に見 極 め てい く

時 代 で あ るこ と と,{cme間"か ら'C月間"へ の変 化 が

情 報 化 の時 代 的 変 遷 を含 め て 端 的 に 物 語 っ てい る

の で あ る。
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△ー △ー △

デ ー タ シ ョウに 史上 最 高 の 人 出

△ ー △ ー △

そ の テ ィピカ ル な例 を第10回 デ ー タ シ ョウにみ

る こ とが で き る。 「情 報 シ ス テ ムが ひ ら く新 しい

社 会 」 を テ ー マに,10月19日 か ら22日 まで の4日

間 に わ た り東 京 ・晴 海 で 開 催 され た 。 出 展 会 社129

社(前 回103社),展 示 面 積1万3,122平 方 メ ー ト

ル(同9,840平 方 メ ー トル)と 過 去 最 大 の規 模 で

開 催 され,17万 人 とい うこれ また 過 去 最 大 の 動 員

数 を記 録 して 幕 を 閉 じた 。 コ ン ピ ュー タに対 す る

関 心 が いか に 高 ま りつ つ あ る か を示 して い る
。 来

場 者 の年 齢 層 も二 十 代 の ビジ ネ ス マ ン か ら 年 輩

者,さ らに子 供,女 性 の姿 も 目立 ち,デ ー タ シ ョウ

が 幅広 い 層 か ら人 気 か 集 め て い た の も特徴 の ひ と

つ だ ろ う。 そ こ に,や は り10年 とい う歴 史 の地 道

な 努 力 の積 み 重 ね が 感 じ られ る。

今 回 の デi・一夕 シ ョウの 中 心 は,何 とい って もO

A(オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン)で あ る
。 日本

語 ワー ドプ ・セ ・サ ー,オ フ ・ス コン ピュ ー タ
,

ビジ ネス 用 パ ー ソナル コン ピェ ー タ
,フ ァ ク シ ミ

リな どが 肩 を 並 べ て妬 を競 って い た とい え よ う
。

全般 的 に み て,低 価格 化,高 性 能 化,入 出力 の多

様 化 な どが 特 徴 と してあ げ られ る。

ローーカル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク(LAN)が

注 目を 集 め て い た。 これ はOAが 単 に 各機 器 のス

タ ン ドア ロ ン的 な利 用 方 法 か ら,ネ ッ トワー クを

組 ん で 利 用 す る とい う,高 度 なOAシ ス テ ムの 構

築 に対 す る ニー ズが 急 速 に 高 ま って き た こ とを 意

味 して い る。 低 成 長 時 代 に お け るOAは ,き び し

い 企 業 間 競 争 に 生 き残 っ てい くた め の有 力 な決 め

手 の ひ とつ で あ る。 そ れ だ け に,各 企 業 がLAN

に強 い 関心 を示 す の も当 然 の こ とで あ る
。
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△ー △ー △

OAの 花 ざ か り

△ー △ー ム

デ一夕ショウと同時に 「国際シンポジウム」も

開催されたが,こ のプログラムもOAの オンパ レ

ー ドである。「分散処理 とOAの 未来像」「米国に

おけるOA動 向」 「ユーザーがOAに 期待するも

の」 「米国におけるローカル ・エ リア ・ネットワ

ークの動向」などのテーマが注 目を集めていた。

電電公社が世界に先がけて構築をめざしているI

NS(高 度通信情報システム)も,今 回のデータ

ショウの目玉のひとつとしてあげられる。

これまでのデータショウにはなかった動きとし

てFA(フ ァク トリー ・オー トメーション)が あ

る。CADシ ステムの登場である。

少品種多量生産一 マスプロ,マ スセールの時

代は,昭 和48年10月 の第1次 オイル ・ショックと

共に終わった。情報化社会の高度化は,消 費者ニ

ーズの多様化を促進 している。情報化社会 とは,

tt個性"を主張する社会である
。

この一方において,生 産コス トの低減がきび し

く要求されている。少品種少量生産が少品種多量

生産 よりはるかにコス トの低減が求められている

CAD/CAMシ ステムは,こ うしたニーズ に 応

えるために登場 したのである。

来年のデータショウでは,FAは ことし以上の

人気を集めるだろ う。国際シンポジウムのプログ

ラムにもFAが 登場してくるだろうが,単 にその

末末を予見する購演やパネルデ ィスカッシ田ンで

はなく,も っと現実に足を踏まえた実践論的なプ

ログラムを組むべきである。

今回の国際シンポジウムについても・eAelE

践論的なプPtグ ラム1がも5少 　し癌9遵8銚 て亀よ

かったのではなかろうか。何故なら,シ ンポジウ

ムはOAに してもFAに しても,機 器やシステム

メーカーのためのものではなく,そ のユーザーの

ためでなければ意味がないからである。もうひと

つ,OAで もFAで も,こ れまでのように大企業

を中心としたプログラムではなく,中 堅企業を考

慮 したプログラム,セ ミナーなどの開催にも留意

して欲 しいものである。

情報化週間が月間になって中だるみが懸念され

たが,デ ータシ ョウに限らず他の催物もじっくり

腰を落ちつけて開催することができたことで,む

しろ盛況裏に終了したといえる。来年の情報化月

間の開催に,大 きな自信を得たのではなかろ うか。

関心を集めた催物のひ とつPこ「生活と情報化展」

がある。情報化社会がすすみ,在 宅勤務時代が到

来 した場合,ホ ーム,コ ンピュータ ・システムで

居ながらにして情報を入手,送 り出す,エ レク ト

ロニック ・コテージ 「22世紀の家」が人気の的に

なっていた。

このほか手元にある材料で希望の食事メニュー

を検索するシステムや ビデオディスクによってス

キー場を紹介する余暇情報システム,ホ ーム ・セ

キュリテ ィー ・コントロール ・システムなどが主

婦層やヤングの注 目を集めてお り,情 報化社会の

正 しいPRに ひと役買った意味は大きい。

医療情報 システム展では,米 コロンビア大学と

東京電機大学が共同開発した人工知能を医学に応

用する 「COMEX」 のモデルシステムが展示 さ

れ,こ れからのコンピュータ医学のあり方のひと

っを示す ものとして関心を呼んでいた。

電気通信展'82は.INS－ 色といった感 じ。I

NS時 代のオフ ィぷ を象想させるOAコ ーナーで

は自動車の製造 ・販売会社を想定のも とに 社 長

室,秘 書室,営 業部.設 計企画部,文 書通信管理

讃濃 _∴'縞 織 纏 講 論 紅,。,、



室 な どが,そ れ ぞ れ の セ クシ ョ ンにふ さわ しいO

A機 器 を 認 置 し,実 際 に デ モ ンス トレー シ ョンを

行 うな ど,INSへ の理 解 を 求 め て い た 。

'82マ ネ ジ メ ン トシ
ス テ ム ・シ ョー は,オ フ ィ

ス ・生 産 の両 部 門 の各 種 最 新経 営管 理 技 術,管 理 機

器 を紹 介 し,産 業 の 総合 的 生 産 性 向上 に 役 立 て よ

う と開 催 され た。 パ ソ コ ンに よる経 営 意思 決 定 シ

ス テ ム,グ ラ フ ィ ック ・タ ー ミナル ・シ ス テ ム
,

電 子 メ ール,オ フ コン ・パ ソコ ンに よ る経 理 シス

テ ムな どが 展示 され,す ぐに 役立 つOAシ ス テ ム

と して関 心 を 集 め てい た 。

これ らの 催物 を通 じて 共 通 して い え る こ とは
,

来 場 者 は よ りき び し く,か つ 積 極 的 な姿 勢 で
,現

在 の,そ してあ す の企 業 経 営 に役 立 つOA ,FA

シス テ ムに,非 常 に 鋭 敏 に 反 応 して い た こ とで あ

る。 ま た,家 庭 の主 婦 や子 供 の 姿が 昨年 よ り多 く

見 受 け られ た こ とは,コ ン ピュ ー タ に対 す る関 心

が 急 速 に 裾 野 を広 げ て い る こ とを 物 語 って い る
。

情 報 化 月間 は,こ れ ら さま ざ ま な コ ン ピ ュ ー

タ ・シ ス テ ムに 対 す るCC知 識 的 な ニ ー ズ"に 正 確

な 解 答 が 得 られ るた め の 判 断 材 料 を 提 供 す る と共

に,来 た るべ き情 報 化 社 会 の あ る きべ 姿 を だれ に

で も納 得 が つ くよ うに 理 解 す る手 掛 りを 提 供 す る

場 で なけ れ ば な らな い 。 情報 化社 会 は,急 カ ー ブ

を 画 い て 高 度化 して い る。 これ は 疑 い もな い事 実

で あ る。

した が っ て,今 後 も よ り多様 化 して い く情 報 化

に 対 す る ニ ーズ に,十 分 に応 え られ る体 制 を 確 立

して い くこ とが,こ れ か らの 情 報 化 月 間 を成 功 さ

せ る重 要 な カギ で あ る。

と ころ で,こ れ ま で の情 報 化 週 間,今 回 の情 報

化 月 間 を通 じてい え る こ とは,コ ン ピ ュー タ社 会

の く陽 の当 た る部 分"に しか ス ポ ッ トを 当 て て な

い こ とで あ る。 コ ン ビ=・一ータ社 会 のCC蔭 の部 分"

13

は,こ れまで触れ られなかった。

しか し,情報化社会の高度化は,t暢 の当たる部

分"が 浮 き彫 りにされればされ るほど,ま たtt蔭

の部分"も またわれわれの生活に大きな影響を与

えようとしている。このt蔭 の部分"を 無視 して,

これからの情報化社会を論ずることはできないは

ずである。

その典型的な例のひとつとして,コ ンピュータ

犯罪の問題がある。最近はコンピュータ犯罪が社

会的関心を集めているだけに,セ キュリティの問

題 と共に,前 向きにこの問題に取 り組んでもらい

たいのである。

もうひとつは,個 人のプライバシー問題である。

個人のプライバシー保護については,わ が国は完

全な後進国となっている。アメ リカ,西 ドイツ,

フランスなど欧米先進国はすべてプライバシー法

を制定 し,国 民のプライバシーが不法に犯される

のを保護 している。OECD加 盟国のなかで,ま

だプライバシー法を制定 してないのは,わ が国の

ほかほんの数か国に しか過ぎないのである。コン

ピュータ保有台数では世界第二位でも,プ ライバ

シー問題の前ではあま り威張れないのである。

個人のプライバシー問題は,こ れから極めて重

要な社会問題になることは必至とみてよい。それ

だけに,プ ライバシー保護に関する国民の関心を

喚起 し,世 論を盛 り上げることも,あ すの情報イヒ

社会を構築 していくための情報化月間に課せられ

た重要なテーマではなかろうか。

(日本工業新聞 ・第一工業部次長)

、
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吐の壷

本年 も また ア メ リカの 北 東 部 とい え ど暑 さ厳

しい 盛 夏,7月26日 か ら30日 まで の5日 間 の ボ

ス トンで コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ック スの 国 際

会 議,'82SIGGRAPHCONFERENCEが 盛

大 に開 催 され た 。 昨 年 の ダ ラス会 場 で は9,500

人 の参 加 者 を数 えた が,今 回 は 関 係 者 の予 想 を

上 ま わ る18,000人 と約2倍 のふ くらみ よ う。 日

本 人 も300人 以上 に もの ぼ り東 京 で会 え る筆 者

の 友 人 は 全 て こ こに 集 まっ た 感 が あ りア メ リカ

に 次 い で コン ピュ ー タ ・グ ラ フ ィ ックス に対 す

る フ ィーバ ーぶ りが うか が え て 苦 笑 した 次 第 。

SIGGRAPH会 議 は 今 年 で9回 目を む か え る

が,ACMの 中 の32の 分 科 会 で 最 大 規 模 を 誇 る

コン ピェ ー タ ・グ ラ フ ィ ッ クス専 門 分 科 会 で あ

り,毎 年 全 米 の各 都 市 を まわ り開 催 さ れ て い

る。 会員 数 は現 在9,000人 置 のぼ る。

会議 はCAD/CAM,ア ニ メ ー シ ョン,ビ ジ

ネ ス グ ラ フ ィ ックス な ど4分 野,24の コーース,

テ ク ニ カル プ ロ グ ラ ム と して22テ ー・マvcつ い て

35論 文 の発 表,8コ ー スの 各 ベ ンPt'・一か らの フ

ォー ラム,さ らに 特 別 行 事 と して フ ィル ム,ビ

デ オ ・シ ョウ,ユ ーザ ・グ ル ー プ の集 ま り,今

年 は じめ て の ア ー ト ・シ ョ ウ等 計8つ の 催事,

そ して会 議 と併設 され た2つ の 会場 で の コ ン ピ

ュー タ ・グ ラ フ ィ ヅクス 開運 機 器 の 展示 会 な ど

盛 り沢 山 の 内容 で あ る。 ま とめ て み る と下記 の

通 りで あ る。

=コー ス(COURSRS)

Generalcourses8コ ー ス

Animation/VisualSy批he己85n口 一ス

SIGGRAPH'82

筑波大学芸術学系

三 井 秀 樹

BusinessGraphics8コ ー ス

CAD/CAM3コ ース

研 究 論 文(TechinalProgram)

22テ ー マ35論 文(こ の中 に は 日本 人 の河 口

洋 一 郎 氏か ら の発 表 もあ った)

メ ー カ ー 主催 フ ォー ラ ム(VenderForum)

8テ ー マ に つ い て67人 の発 表 者 が あ っ た。

特 別 行 事(SpecialEvents)

ArtShow:本 年 度 は じめ て 開 催,コ ン ピ ュ

ー タ ・グ ラ フ ィ ヅクス に よ るア ー トの 展 覧 会

で,平 面 ・立 体 な ど88作 品 を 展 示 。

フ イル ム ・ビデ オ シ ョ ウ(Film&Videotape

Show)

7月27日,28日 の2日 間 で計40本 が 上 映,日

本 か ら もNHKな ど2本 が 出品 され た 。

ユ ーーザ ・グル ー プ会(UserGroupMeeting)

E&S,Aplicon,ADAGE,AEDな ど8社

の ユ ーザ 団体 に よ る ミーテ ィン グ

MITで の オ ー プ ンハ ウス と ニ ュ ー ミュ'一ジ

ッ ク ・シ ョ ウな ど

機 器 展 示会(Exhibition)

合 計180社 か らの 出 展,昨 年 は167社 。 主 な 出

展 を 分類 す る と ビジ ネ ス グ ラフ ィ ッ ク26社,

CAD/CAM40社,ア ニ メ シス テ ム21社,グ

ラ フ ィ ック ・デ ィス プ レイ46社,高 級 デ ィス

プ レイ59社 な どの ほ か ソフ トウエ ア 開運,出

版,放 送 機 器 開 運 まで 含 まれ た 多 彩 な 展示 で

あ る。

展示 会 の 全 体 的 な印 象 では こ こ近 年 それ 程 変

化 は 糸 車潔 ない 低i展 添 機 器 構 成 の 中で の ラ ス

バ蕊』 ヤ ＼ ・1叉L、 寸 土 ㌔・ 、 ∨zめ.、 ノ.」 ご.'
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囎
タ ー ・ス キ ャン ・デ ィス プ レイ の 占め る割 合 は

年 々増 して お り,性 能 比,ロ ー コス ト化 が 進 ん

で 各 社 共 そ の技 術 革 新 に 鏑 を 削 って お り,そ の

熱 気 あ ふ れ る展 示 を み るだ け で も楽 しい 。 ラ ン

ダ ム ・スキ ャ ン型 の 高 級 デ ィス プ レイ も健 在 で

お な じみ のADAGE社,E&S社,Genisco社

Megatic社,RAMTEK社 寺 が 大 々的 に デ モ ン

ス ト レー シ ョンを 行 な って い た 。

ま た コ ン ピ ュー タ ・ア ニメ ー シ ョン関連 機 器

及 び デ ィバ イ ス,ビ デ オ周 辺 の放 送 機 器 等 の進

出 も 目立 つ 。 日本 の メ ー カ ーか らの参 加 も昨 年

の3社 か ら本 年 は 池 上 通 信 機,日 立,伊 藤 忠,

セ イ コ ー,松 下 な ど8社 に ふ え,全 て 小 さな コ

マな が ら健 闘 して い た の が 印 象 的 。

話 を本 題 に も どそ う。 会 議 そ の もの はSIGG-

RAPH全 体 が コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィ ヅク ス

の コ ン ピ ュー タ ・ア ニ メ ー シ ョ ン分 野 に 中心 を

移 しつ つ あ る とい う傾 向が 昨 年 あ た りか らは っ

き り見 え て き た。 つ ま りCG(コ ン ピ ュー タ・グ

ラフ ィ ッ クス)がCAD/CAM中 心 か ら ア ニ メ

ー シ ョン分 野 へ 裾 野 を 拡 げ て い く と同 時 に
,C

AD/CAMは 一 昨 年 第1回 会 議 を 開 い た新 設

学 会 で あ るが,NCGA(NationalComputer

GraphicsAssociation)の 中 心 テ ー マ と して扱

われ て い く傾 向 に あ る とい うこ とで あ る。

従 って やは り近 年 は フ ィル ム ・ビデオ ・シ ョ

ウで み る よ うに コ ン ピュ ー タ ・グ ラ フ ィ ック ス

の作 品 紹 介 が 脚 光 を あ び,こ れ だ け を 見 に く る

とい う日本 人 ジ ャ ーナ リス ト,映 像 関 係 者 広 告

1芯 、
遥ぺ

、、!
ぶ 、

璽「臨轟響
ぷ ‖

四 方 賀 ミ
蕪」:口 ご.遇pa締_

垂}1臨 頂傘
関 係 者が 少 な くな い。 ま さ にSIGGRAPHは 年

一 回 開 か れ るCGの お祭 りとい
った空 気 が 漂 っ

て い る。 こ うした傾 向 に警 告 を発 す る関 係者 も

い る よ うだ。

ま た本 年 か ら新 し く始 ま った ア ー ト ・シ ョ ウ

が 併 設 され,1000点 近 く集 ま り88点 が 展 示 され

た。CFや ア ニ メ,シ ミュ レー シ ョンな どの フ

ィル ムそ の も のが コン ピュ ー タ ・ア ー トと錯 覚

して い る人 間 が 多 い 昨 今,芸 術 作 品 と して 本 来

あ るべ き姿 を こ こで 整理 し,ア ー トシ ョウ とい

う形 で 発 表 の場 を 設 け た こ とは 歓 迎 さ れ て よ

い。 た だ し作 品 の方 を み る と フ ィル ムシ ョウで

出 品 され た フ ィル ム の プ リン トに す ぎ な い もの

や ハ ー ドが 先 に見 え て しま うお粗 末 な作 品 とい

え ない も の まで あ り,来 年 以降 の 作品 展 に期 待

したい 。

アメリカではすでにコンピュータが創作活動

における完全な道具として,い わば芸術家のキ

ャンバス,絵 筆と絵具としての普遍性を持つま
●

で に な って い る。 コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィッ ク

ス最 大 の会 議 と して のSIGGRAPHの 意 義 は単

にCAD/CAMや シ ュ ミ レー シ ョン分 野 の学

会 とい うだ け で な く,ビ ジ ュアル ・コ ミ ュニ ケ

ー シ ョン の担 い 手 と して コン ピュ ー タが 視 覚 の

世 界 を 拡 大 し,い か に 我 々の 生 活 環 境 を 豊 か に

して い くか とい うテ 」一マ に対 し限 りな く挑 戦 し

て い く研 究 者 の集 ま りで あ る とい え るの で は な

い だ ろ うか 。

、
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貴の壼寳

ア リゾナの 未 来の家"
TheHouseofFuture

(株)フ ジテ レビジ ョン事業部

八 文 字 俊 裕

ア リゾナの砂漠の中に"未 来の家"とい う空想

の社会に出てくるような"実験ハウス"がつ くら

れた話を聞いたのは昨年の12月 だった。

それが 「情報化月間キ ャンペーン」の放送番

組制作とい うご依頼が日本情報処理開発協会か

らあって,そ のなかで,そ れをとりあげ ようと

い うことにな り米国アリゾナ州に"未来の家"を

取材することになったのは今年の7月 のことで

ある。

飛行機を乗 り継いでフェニックスのスカイ ・

ハーバー空港に着いたのはなんと夜中の12時 頃

外気はムッとくる暑さだった。暗闇の中でかい

もく方向も判 らぬままにその夜はホテルに向っ

たのである。

翌早朝,ホ テルから眺めたフェニックスの街

並みや道路網の雄大な規模とそれがはるか地平

線までつづいていた光景は強烈だった。

その目は砂嵐 もなくからっと晴上っていた。

フェニックスの郊外に出ると,サ ボテンが点々

と姿を見せ砂地 と岩肌が急に 目立つ ようになっ

た。車で2時 間半も走ったころやっと目的地ア

ワトウキー地域に接近 していることが判った。

やがて砂漠の申に奇妙な三角の屋根の建物が見

えてきた;そ れが目指す"HouseofFuture"一

"未来の家"であ
った。

玄関の扉のプザ込を押すとしば らくして中か

らすらりとしたこ婦λが笑顔卓出忙来て 「ウ エ

ルカム トウ……ザ ざJ;N・ウズ1薪オ・誉パザ滉アa

－チャー」と一行を迎えてくれた。

われわれを案内してくれたのはバ トリシアさ

ん とい う"未来の家"の 広報担当デ レクタ一一青

い眼に うすい金髪の北欧型美人であった。

彼女の案内で玄関を入ったが扉のブザーのと

ころにある10・ キーを数回押すと,ま ず合成音
ウ む ロ コ 　 　 　 　 の 　 コ 　

声 で 「… ウ ェル カ ム トウ ア ワ トウキ ー …」

とい うロボ ヅ トの 声 が して 扉 が パ ヅと開 い た。

そ の 時 モ ニ タ ー カ メ ラが 玄 関 の 上 の 方 に チ ラ

リと見 えた 。 こ の カ メ ラで 我 々の 到 着 や,玄 関

の扉 の前 の行 動 に至 る迄 モ ニ タ ー され てい た ら

しい。 これ は い わ ゆ る 《くセ キ ュ リテ ィ ・コン ト

ロー ラ"で あ った 。

部 屋 の 中 は 想 像 以 上 に 広 々 と して お り明 る く

冷 た い 空 気 が 程 よ く流 れ て い て とて も気持 ち が

良い 。 エ ネ ル 十 一管 理 は ど うな って い るの だ ろ

う等 と思 って あ た りを 見 回 した が そ れ ら しい シ

ステ ムや コ ン ピ ュー タは 見 当 らない 。

建 物 の 中 心 に 大 きな居 間 が あ って,20人 程 の

ア メ リカ人 が 見学 に や って 来 て い た 。皆 熱 心 に

説 明 の女 性 ガ イ ドの声 を 聞 い て い る。 「居 間 の

デ ザ イ ンはCtイ ン デ ィア ン ・ジ ウ リ{"(装 飾

品)か ら ヒン トを 得 て造 られ … 」 云 々 と言 って

い るの で ち よっ と聞 い てみ た。

「…"未 来 の 家"の 壁 は 特 別 のぶ 厚 い コン ク

リー トか らで きて い ま すぼ これ は過 酷 な 砂漠 の

外 気 を 遮 断 す るた め でサ ♂ 窓ぱ ガ ラ スの かわ リ

乾'鍛 摘芽 蜜轡 ス タ 学』f露一を 使 用 し て い ま
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す 。 エ ネ ル ギ ー コ ン トロー ルは モ トロー ラ社 の

コン ピュ ー タ に よ り行 わ れ てい ます …。」(「 な

る程 。 ど こか に コン ピュ ー タ シ ス テ ムが か く さ

れ て い る ら しい 。」)

ガ イ ドの説 明の 続 きを 聞 い て み る。 「… デ ザ

イ ンは 有 名 な 建 築 家 ライ トさん の 娘 む この シ ェ

フ ィー さん の 手 に よる もの で,外 観 は ソー ラー

パ ネ ル と銅 板 の屋 根 で そ っ く り包 ま れ て い ま

す 。 プー ル の水 の加 熱,室 内暖 房,室 内へ の給

湯 用 に太 陽 熱 が 有 効 に 利 用 され てい ます 。 … 」

ガ イ ド嬢 か らち ょっ と離 れ て家 の中 を み せ て

も ら った とこ ろ,家 の 中5ヵ 所 に デ ィス プ レイ

用 の マイ コンが 囲 りの 色 と調 和 の とれ た 柵 の 中

に 置 か れ て い た 。 目的 に 応 じて 夕 食 の メ ニ ュ ー

の 検 索,子 供 の ゲ ー ム用 ソ フ ト,グ ラ フ ィ ヅク

ス 機 能,エ ネ ル ギ ー の 消 費量 を時 間 当 りの コス

トで検 出 す る等 種 々な ソフ トが使 用 で き る よ う

に セ ットされ て い る。

シ ェパ ー ドさ んに よれ ば 家 の中 に は,人 の動

き を キ ャ ッチ して電 気 を 点 灯 させ た り消 した り

泥 棒 を探 知 した り,窓 を 自動 開 閉 して 外 気 を取

り入 れ 室 温 と温 度 を コ ン トロ ール す る機 能 な ど

数 多 くの 制 御 シ ステ ムが 働 い て い る とい う。 こ

れ らの機 能 は ホ ー ム ・コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム・

MC6800に よ る こ とを彼 女は 話 して くれ た 。

Ct未来 の 家"に み られ る機 能 のひ とつ ひ とつ は

日本 に もあ るか も知 れ な い が 現 実 に 家 を造 り,

明 日の 未 来 を見 せ よ うとい う設 計 思 想 とす で に

1

チ

ぶ 櫛 　1・ 寧『
、 、 、 ◎

ぺ輪
在ミさ ノ

♪'職 耀

80年 早々にコマーシャリズムに乗せてそれ らの

施設を一般に開放 してみせたアメ リカ人の先見

性と実行力に感心 させられた。

建物の外に出てみると午後の太陽は頭上から

音をたててふりそ ふぎ目まいを感 じる程であっ

た。温度計は華氏115度 を示 していた。誰かが

日本製の電卓で換算 したら摂氏46度 とい うこと

だった。このあた ゲ アワトウキー"はかつてイ

ンデ ィアンがく遭 かな地域"と命名したところで

あ り,現 に冬の間は避寒地 として全米の富豪家

が集って来るとい う。 しか し冬の間の繁栄ぶ り

は今は全 く見 られない。このような酷暑の砂漠

地帯にモ トローラ社が建てたCC未来の家"は」自

然に挑戦する人間の一つの実験だと感 じた。

、
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会財 ロン回回回回〔回回回回 回回回回回

日本型OAの 提言

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

シャープ(株)シ ステム推進本部

石 井 彰

OAと いう言葉が,マ スコミ界

に登場 してか らまだ日が浅いにも

かかわらず,す っか りこの言葉が

一般用語 として定着した 感 が あ

る。 しか し,OA(オ フ ィスオー

トメーション)と い う言葉によっ

て,当 初は 【く高度にシステム化さ

れたフューチャーオフィス"が 様

々な形で描かれてきた。すべての

事務をコンピュータか次々に処理

していく無人オフィス ・ファクシ

ミリやオンラインの端末機を自宅

に設置 して会社と自宅を結んで仕

事を行 う在宅勤務などがその代表

例といえる。

しか し,種 々雑多な要素が複雑

に絡み合 う事務処理がそれほ ど単

純にシステム化 されるはずもなけ

れば,危 険負担の大きい劇的変化

を望む企業や経営者が多 く現われ

るはず もなかった。そして,昨 年

の後半あた りか ら現実離れ した夢

を追い過ぎたことへの反省が広が

り始めてきた。つまり,我が国のO

A(オ フィスオー トーショソ)は,

超自動化オフィスや在宅勧務 とい

った未来図を描 くのではなく,目

々の複雑多様な事務処理をどこか

らどうい う手順で合理化 し,生 産

性を高めていくか,現 実的な視点

から研究し,推 進するようになっ

て,い ま新 しい段階を迎えたとい

回回回回回回園,㎜ 回回回回回回回

.,、 詰証 』 こ



37

回回回回回 〔[コ回回〔口回回 回回〔亘〔[1回

え よ う。

〈 パ ー ソナル 化 を 重 視 〉

シ ャ ー プは,OAへ の 現 実 的 な

取 り組 み の 中 で ク ロ ーズ ア ップ し

て き た課 題 が,オ フ ィス で働 く人

達 一 人 ひ と りの存 在 を もっ と大 切

に 考 え る こ とだ と受 とめ てい る。

オ ー トメ ー シ ョン とい う語 感 に

あ る単 な る機 械 化 や 画 一的 な シス

テ ム化 は,い い仕 事 を した い とい

う意 欲 に 燃 え る我 国 の ビジ ネ ス マ

ン気 質 に な じまず,か え っ て企 業

の 活 力 を 損 う結 果 に もな りか ね な

い 。 そ こで 個 人 の ビ ジネ ス 能 力 を

補 完 し,創 造 性 を 高 め る よ うな機

器 や シ ス テ ムが 求 め られ て い る。

シ ャ ー プは,こ の点 に早 くか ら着

目 し,終 始一 貫 してOAはPA(パ

ー ソナ ル オ ー トメ ー シ ョン)か ら

ス タ ー トす べ きだ と主 張 し,独 自

の研 究 開発 を進 め て き て い る。

そ の一 つ が コ ン ビ ュタ のパ ー ソ

ナ ル化 で あ る。 新 た に開 発 され た

ポ ケ ッ トコン ピュ ー タは,会 議 や

出 張 な ど,デ ス クか ら離 れ る機 会

の 多 い 日本 の ビ ジネ ス マ ンの 行動

株 式 と 自己 管 理 を大 切 に す る風 土

に マ ッチ し,各 企 業 で 大 量 に 採 用

す る ケ ー スが 増 え てい る とい う。

ワ ー ドプ ロセ ッサ に つ い て も,文

書 作 成 部 門 の 合理 化 とい う視 点 か

らで は な く,欧 米 人 が タ イ プ ライ

タを使いこなす感覚のものをとの

思想にもとづき,小 型化を追求 し

ている。辞書の機能を持ち,難 し

い日本語と格闘するビジネスマン

の片腕 となるものである。

<日 本型OAの 追求>

PAの 重視は,ト ップダウンで

はなく,個 人の自主性や能力をフ

ルに生かす日本のビジネス風土の

反映であるが,シ ャープはこれを

一歩進めて
,日 本型のOAを 提唱

している。 日本企業の経営に個有

の漢字処理の問題や文書による確

認制度からくる稟議書や捺印,忙

しく飛び回るビジネスマンの報告

書類作成などを合理化 していこう

とい うものであ り,こ れを推進す

る機器の開発こそ,い ま世界的に

評価されは じめている日本的経営

を生か してOAを 企業の中に定着

させ,オ フ ィスをより生産性の高

い創造力に富んだ場に変えていく

ことができるとシャープでは確信

している。この為 シャープでは現

在のOA機 器の開発 と並行 して,

それ らの機器の利用技術(ソ フ ト

ウエア)を 開発する為,昨 年11月

OAシ ステム推進本部内にソフト

ウエアセンターを設け,デ ィーラ

ーやユーザーに対するソフ ト相談

窓口を開設,こ れからのOAは 機

器の開発 と並んで 日本的経営に即

した ソ フ トウ ェア の蓄 積 に対 処 し

て い る。

<記 念 す べ き1982年>

OAの 目的 は 企 業 に よ って 様 々

で あ る。 単 に事 務 処 理 に携 わ る人

員 数 を 削減 した い と考 え る経 営 者

もあれ ば,オ フ ィス内 に 山 積 す る

書 類 を 一 掃 した い と願 って い る経

営 者 もあ るだ ろ う。 また,オ フ ィ

ス で の 残 業 時 間 を 減 らす為,ひ た

す ら事 務 処 理 の ス ピー ドア ップを

実 現 す る機 器 を 探 し求 め てい る企

業 もあ るに ち が い な い 。

シ ャ ー プは,こ の よ うな す べ て

の要 求 に 答 え られ るOA機 器 メ ー

カ ー を 目指 して き た。 そ して,オ

フ コ ン,PPC,日 本 語 ワー ドプ ロ

セ ッサ,フ ァ ク シ ミ リ,パ ソ コン,

ポ ケ ッ トコン ピュ ー タな どを 次 々

に 開 発,総 合 的 なOA機 器 の品 揃

え に積 極 的 に取 り組 ん で い る。

さ らに,シ ャー プは 機 器 の 高 度

化,複 合 化,低 価格 化 を 目指 して

開 発努 力 を続 け る一 方,ソ フ トウ

エ アを 蓄 積 し,現 実 的 な視 点 か ら

日本 企 業 のOA化 を 進 め よ うと努・

力 して い る。OAは い ま,こ れ ま

で の ブ ー ム的状 況 か らは っき りと

現 実 を ふ ま え た課 題 と し七 ク ロー

ズ ア ッ プ され て き た。 今 年 はOA

が 大 地 に しっか り根 をお ろ した 記

念 す べ き年 に な るか も知 れ な い。

回回回回回回回回回回回回〔[コ会員サロン
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JIPDECだ より薩 纏墨睡鋼睡翻睡翻睡翻睡鶉睡藍睡閨一
◇ 「飛 躍 す る 日本 の情 報 化 一 過 去

・現 在 ・未 来 一 」 発 行

わ が 国 の コ ン ピ ュー タ技 術,情

報 化,情 報産 業 の これ ま で の進 展,

現 在 注 目を 集 め て い るLAN(P

－ カ ル ・エ リア ネ ッ トワー ク),

ロボ ッ ト,ニ ュー ・メ デ ィア等 の

技 術 とそ の イ ンパ ク ト,こ れ らの

情 報 化 社 会 に お け る課題 な どの 中

か ら項 目を 抽 出 し,豊 富 な 図 ・表

と ともに 判 り易 く解 説 した 上 記 出

版 物 を12月 中 旬発 行 し た 。 こ れ

は,当 協 会 が設 立15周 年 を 迎 え る

に あ た り,と りま とめ て い た もの

で,関 係 省 庁 を は じめ 賛 助 会 員 等

に 配 布 す る予 定 で あ る。 な お,全

体 構 成 は 第1部 コン ピェ ー タ利 用

の広 が りと情 報 化 社 会 の新 局 面,

第2部 日本 の情 報産 業,第3部 情

報 処理,コ ン ピュ ー タ技 術 の発 展,

第4部 ニ ュ ー ・イ ン フ ォメ ー シ ョ

ン ・テ クノ ロジ ー,第5部 高 度 情

報 化社 会実 現 へ の課 題 の5部 か ら

な って い る 。

◇ コ ン ピ ュー タ ・セ キ ュ リテ ィに

関 す る シ ンポ ジ ウム 開 催,来 年

1月 大 阪 で も。

わ が 国 で は11万 台 に及 ぶ コン ピ

ュ ー タが 設 立 され,社 会 ・経 済等 の

あ らゆ る分 野 で 活 用 され て お り,

日常 活動 で 欠 く こ との で きな い も

の とな って い る。 従 って,デ ー タ

の 破 壊 や 悪 用,コ ン ピ ュー タの シ

ステム ・ダウン等によって引起さ

れる社会的な影響は増々大きなも

のにな りつつある。第2次 情報化

革命 とい うべき時代を迎え,通 産

省では 「コンピュータ ・セキュリ

テ ィ研究会」を設置 して具体的な

検討を進め,こ のほど報告書がと

りまとめられたのを機に,そ の成

果であるシステムダウン対策,コ

ンピュータ犯罪防止対策,デ ータ

保護対策等に とっていてシンポジ

ウムを開催 した。

日時 昭和57年11月26日(金)

10時30分 ～17時

会場 機械振興会館

B3研 修1号 室

参加者80名

なお,大 阪地区においても1月

9日(水),大 阪科学技術センタで

同様のテーマで開催する予定。

お問合せは,当 協会技術調査部

普及課 毬434-8211内 線535ま で

◇設立15周 年懇親会開催

当協会が,昭 和42年12月20日1こ

⑭ 日本情報処理開発センターとし

て発足 し,途 中3団 体の統合を経

て,今 年で設立15周 年を迎える。

この間,ご 支援,ご 指導賜 りま

った関係各位に対 し感謝の意を表

す るため記念懇親会を開催。

日時 昭和57年12月16日(木)

17時～18時30分

会場 東京プリンスホテル

マグノ リアホール

◇ 「'82年版 コ ン ピ ュー タ 白書 」 発

行

わ が 国の 情 報 処 理 及 び 情 報 処 理

産 業 の実 情 と将 来 の動 向を 幅 広 く

紹 介す る』コ ン ピ ュ 一一タ 白書 』が12

月 上 旬 に一 般書 店 及 び コ ン ピ ュー

タ ・エ ー ジ社(⑱03-581-5201)

で 発 売 され た 。'82年 版 は これ まで

の 内容 を 一 新 し,次 の9部 構 成 と

な っ て い る。

第1部 総 論

第2部 特 集

第3部 政 策

第4部 情 報 産 業 お よび 情 報 通 信

事 業 の現 状

第5部 コン ピュ ー タ利 用 の現 況

第6部 技 術 動 向

第7部 コン ピュ ー タを め ぐる動

向

第8部 資料

第9部 コ ン ピ ュ ・・一タ利 用 状況 及

び オ ン ライ ン化 調 査 集計

表

この うち,第2部 特 集 で は 最 近

話 題 を 集 め て い る テ ー マ の中 か ら

通 信 回 線 の 自由化,先 端 技 術 分 野

の産 業 政 策 と日米 貿 易,情 報 公 開

・プ ライ バ シ ーの3つ を選 び,そ

の現 状 と動 向 を 紹 介 して い る。

また,技 術 動 向 及 び コ ン ピ ュ ー

タ を め ぐる動 向で は 新 しい 素 子 技

術,言 語 の動 き とオ フ ィス ・オ ー

トメ ー シ ョン(OA),DBサ ー ビ

ス,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ,ソ フ

トウ ェア の 質 的 保 護 の動 向 を と り

ま とめ て い る。

圏 圏 騒 鍵 麟1遡iミ 違lili鰻

重≧ 鑛魑』
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睡羅翻騒 騒圏騒騒圏 睡一
「マイクロコンピュータの雇用

に与える影響調査」報告書増刷

本調査は,OECD(経 済協力

開発機構)の 科学技術政策委員会

(CSTAのICCP(情 報,電

子計算機,通 信政策)作 業 部 会

における 「マイクロエ レク トロニ

クスの生産性 と雇用に与えるイン

パクト」調査研究の一環として,

昭和54年 度に当協会に設置された

委員会(委 員長,猪 瀬博東京大学

工学部教授)に おいて実施されま

したものである。

近年,マ イクロエ レク トロニク

スの雇用に及ぼす影響が先進諸国

で取沙汰され,わ が国においても,

この問題に関する出版が相次いで

おりますが,本 書はその原典 とも

いうべきもので,昭 和54年11月,

パリで開催されたOECD「 マイ

クロエ レク トロニクス特別会合」

に本調査委員会の中間報告 として

発表 した'tAFACTFINDING

JIPDECだ よ り

STUDY◎NTHEINPACTS

◎FMICROC◎MPUTERSON

EMPL◎YMENT-Summary"を

包 含 し,調 査 の 全 体 報 告 と して と

りま とめ た もの で あ る。 この た び

関 係 各 方面 の 強 い要 望 に お こた え

し若 干 の増 刷 を 行 った。

今 回 増刷 の報 司口書 は

B5判 本 文180頁 で 頒 布 価 格

会員3,000円 一 般3,600円

なお,お 申込 みは 当協 会 普 及 課

(03-434-8770直 通)ま で 。

'82コ ン ピ
ュ ー タ 白 書 ぽ 灘 頁送料350円

通信 回線の 自由化 を迎 えて

UlPOEC(財)日 本情報処理開発協会編

ξ;:ζ翌翌欝 蕊 麟 鯉;#畿 暴ξ霊 蒜謡::叢 雲 蹴
特3・ コンピュー タの最適 アプ リケー シ ョンの具 体例 を各業種 ご とに図解 を含めてわか})や す く解 説。

色4・ 内外の コンピュー タ関係の政府資料及 び関 連機関か らの設 置利用状 況調査 ・統計資料等 を完全収 録。

第1部 総 論

第2部 特 集

●通 信回線の 自由化

○先端 技術分 野の産 業政策 と日米貿易

●情報公 開 ・プライバシー問題

第3部 政 策

●わが国 のコンピュー タ産業政 策および情報処理産業

政 策

●わが国の情報通信政策

●行政 におけ るコンピュー タ利用 と政策

第4部 情 報産業お よび情報通信事業 の現状 と動 向

●わが 国の コン ピュー タ産業

●わが 国の情報処 理産 業

○わが国 の情報通信 事業

第5部 コンピュー一タ利用 の現 況

●わが国の コンピュー タ実動状 況

●コン ピュー タ利用状 況調査

主 な 内 容
●オ ンライン化調査

●諸外国の コンピュー タ設置状況

第6部 技術動向
●新 しい素子

●新 しい言語

第7部 コンピュー一タ をめ ぐる動向

●オ フィス ・オー トメーシ ョン

●わが国におけ るデータペ ース ・サー ビス の動向

●マイ クロコンピュー タの技術 と利用動向

●ソフ トウェアの法的保護

第8部 資 料

産業構造 審議 会情報産業部会答 申/新 デー タ通信回線

利 用制度 の概要/公 衆電気通僧法施行規 則の一部 を改
正 す る省令/他

第9部 コンピュー タ利用状況 およびオン ライン化調査 集

計表 ・

お申込みは金国書店 または

コンピュータ・エージ社 出版部 まで。

き売 コ ン ピ ュー タ ・エ ー ジ社

=耀 認 晋魏膿㌶ 鑑 ル30階

圏圏圏圏騒圏圏圏驕騒翻圏圏薩1薩
`
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JIPDECだ よ り一
■数値解析コース

昭和57年 度の本コ…スの講義テ

ーマが決まりました。新たに設定

したテーマは 「超越関数 とその計

算法」と 「偏微分方程式の差分解

法」です。本コースは選択受講制

で,テ ーマおよび講師は下記の通

り。()内 数字は単元数で1単

元は3時 間。

1数 値解析概論(2}一 松信(京

都大学)

2数 値積分② 森正武(筑 波大

学)

3非 線形計画法の最近の動向②

田辺國士(統 計数理研究所)

4非 線形方程式,代 数方程式②

伊理正夫(東 京大学)

5数 式処理と数値計算② 戸田

英雄(千 葉大学)

6高 速フー リエ変換(2}鳥 居達

生(名 古屋大学)

7多 変■解析〔4)小 林龍一(立

教大学)

8常 微分方程式の数値解法②

三井斌友(京 都大学)

9大 形線形計算技法(4)村 田建

国購醐睡 圏
郎(㈱ 日立製作所)

10ニ ュー トン法の原理と応用②

山本哲朗(愛 媛大学)

11超 越関数とその計算法(2)一

松信(京 都大学)

12固 有値問題の高速解法(2)別

府良孝(名 古屋大学)

13大 型連立一次方程式の高速反

復解法② 名取亮(筑 波大学)

14非 線形最適化法一アルゴ リズ

ム,応 用,ソ フ トウェア②

山下浩(㈱ 数理システム)

15偏 微分方程式の差分解法(1)

工藤達也(気 象庁)

16有 限要素法の数理(4}牛 島照

夫(電 気通信大学)

17擬 似乱数と準乱数② 伏見正

則(東 京大学)

本 コースは1月17日 より3月14

日にかけて断続的に実施する。

詳細については下記へ。

〒105東 京都港区浜松町2-4-1

世界貿易センタービル7階

日本情報処理開発協会

情報処理研修センター

教務課

電§舌03(435)6514

編集後記

◇昭和27年 からt情 報化週間ミと

して始まり今年から名称を改めた

こ情報化月間ミは確かに 「第二次

情報化社会」への節 目を象徴 して

いたようです。これまでの10年間

を振返ってみても旧来の秩序に根

ざす抵抗を打破 しながら新 しい秩

序を確立する,と い う「情報革命」

の繰返 しでもあった ようです。

◇ この情報革命は今後 も私達にた

えまなく意識の変革を求めながら

進んで行 くことで しょうが,あ く

まで変えてな らないのは人間とし

ての価値観,主 体性ではないで し

ょうか。オフィス ・オー トメーシ

ョンやホーム ・オートメーション

に しても単に 「便利になった」だ

けのことでは,あ まりにももった

いない気がします。

◇データ通信の第二次自由化が実

施されました。なかでも付加価値

通信業への中小企業の参入が認め

られたことは画期的なことといえ

ま しょう。

◇当協会は,さ きに創立15周 年を

迎えました。これからも本誌 とも

ども,よ ろしくご支援をお願い申

し上げます。

昭和57年12月28日 発行
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欧米のデー タベ ースの現状

オンライン需要調査報告書

CAE(ComputerAidedEngineering)に

関す る調査研究報告 書－CADの 新 しい方向 を探 る一

音声 ・デー タ ・ファ クシ ミリ総合 ネ ッ トワー クビジ ョン

をめ ぐるユーザの対 話

内外におけ るデー タベー ス ・サー ビスの利用

重力1句とr昔ユ題,点

通信回線 をめ ぐる各界提言 ・要望 とその比較・対照 ・解説

マ イクロコン ピュー タシステム技術者教育 の

現状 と課題

マ イ クロコンピュー タ とその利用 技術の将来

一拡が る知的利用へのニー ズと技術一

1/Oシ ミュレー タ開発報告書

マ イコン用 リアル タイムモニ タプロ グラム開発報告書

インテ リジェン トデ ィス クユ ニ ッ ト開発報告 書

パケ ッ ト交換網 用汎用端末機 開発報告書

マルチマ イ クロプ ロセ ッサ開発 支援 システム開発報告 書

リアル タイムFFT演 算装置開発報告書

中小企業の情報 システム化に関す る調査研究

マ ン ・マ シン ・ユーザ ・インタフェイスに関す る

調査研究報告書

情報処理に関す る標準化調査
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